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令 和 ７ 年 度  事 業 報 告  

 

令和 7 年度は、地域福祉を推進する中核的組織としての役割と機能を発揮する

ため、名古屋市と一体的に策定した「なごやか地域福祉 2029」（第 4 期名古

屋市地域福祉計画・第７次名古屋市社協地域福祉推進計画）及び、本会の果た

すべき基本理念や経営理念を明示し、その実現に向けて必要な人材や財務など

経営面に関する具体的な取組を示した「名古屋市社会福祉協議会 第４次経営

戦略計画」に基づき、「事業の基本方針」に掲げた事項を中心として、名古屋市

及び関係機関・団体等と連携しながら事業活動を展開しました。 

 

令和 7 年度事業の基本方針掲載事項の実施結果  

 

①【地域の福祉課題の解決に向けた事業展開】 

 

○「名古屋市地域支えあい事業」では、新たに実施学区が 6 学区増え、市内

123 学区（前年度 117 学区）で実施しました。 

高齢者などの生活を支える住民相談窓口や生活支援活動について、活動の充

実に向けた支援を行いました。生活支援に関する相談は 3,839 件、ボランテ

ィアによる解決件数は 3,673 件でした。 

 

○「名古屋市高齢者サロンの整備等生活支援推進事業」では、高齢者サロン

などに対して 40 件の開設助成を行い、3 月末時点における高齢者・共生型

サロンの把握・設置件数は、市内 1,827 カ所（前年度 1,737 カ所）となり

ました。 

また、生活支援コーディネート業務を効果的に進めるとともに、サロン活動

の意義や効果を検証するため、「高齢者・共生型サロン実態把握調査」を実施

しました。 

 

○「介護予防に資する通いの場の充実事業」では、ふれあい・いきいきサロ

ンや生活支援活動などと併せて情報管理を行うとともに、担い手の養成を図

るため、健康体操やスマホ操作・アプリに関する研修会を開催しました。 

  

○「買い物弱者実態調査」では、買い物アクセスマップを基にアンケート調

査を行うとともに、各区の生活支援連絡会等と連携してヒアリング調査を実

施し、買い物弱者に関する実態の把握に努めました。 

 

○「名古屋市子ども食堂推進事業」では、13 件の開設助成を行い、3 月末時

点の子ども食堂は市内 124 カ所となりました。また、子どもの居場所フォ

ーラムを開催し、課題や取組の工夫などを共有する機会を設けました。 

また、「名古屋市子ども食堂等コーディネート事業」については、子ども食
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堂開設講座、運営者向け研修会、市連絡会を開催しました。立ち上げから運

営までの総合相談やネットワークづくりなどに取り組むことで、子ども食堂

の広がりと活動の充実に向けた支援を行いました。 

 

○「重層的支援体制整備事業」では、区社協とともに複合的な課題を抱えた

世帯等 829 ケース（令和 8 年 3 月末時点）に関わっており、また包括的な

支援体制を構築するため、相談支援・参加支援・地域づくり支援の 3 つの支

援を一体的に進めるため、区ごとの重層的支援会議の開催、つながりづくり

の拠点の運営等を通して、効果的かつ着実な事業の推進を図りました。 

  

○「重層的支援体制整備事業の後方支援業務」では、包括的相談支援チーム

に対し、困難事例への専門職による助言を行うとともに、チーム及び相談支

援機関への研修等を通じて対応力の向上を図り、専門的見地から後方支援を

行いました。 

 

○「高齢者はつらつ長寿推進事業（区社協受託事業）」については、各区 8 会

場（中川区、緑区は 16 会場）にて健康増進活動などを通じて、介護予防や

仲間づくり、地域活動への参加促進を図っています。地域活動などへの参加

促進を図るため、プロポーザル申請書に記載した基本目標および取り組みに

ついて計画的に実施しました。 

 

○「ボランティア活動の振興」については、ボランティアのマッチングを目

的として市民活動推進センターや NPO、大学などと連携して「ぼらマッ

チ！なごや」を開催するとともに、若者の担い手づくりを目的とした「なご

やか地域福祉・大学ラウンドテーブル」の企画として「大学ボッチャ交流

会」を開催しました。   

また、地域共生社会の実現に向けて、地域での協力者を増やしていくた

め、福祉学習サポーター養成研修などを実施し、福祉教育・福祉学習の推進

に取り組みました。   

 

○「地域の支え手応援事業」では、地域の助けあい・支えあい活動に携わ

る人材の養成及び取組を支援し、新たな人材や活動の掘り起こしを行いま

した。また、活動に対する助成として「地域の困りごと解決応援助成」に

より 3 団体への助成を実施するとともに、助成団体向けに勉強会などを行

い、市民の草の根福祉活動を推進しました。 

 

○「災害ボランティアセンターの設置・運営」については、災害ボランティ

アセンターにおけるボランティアの事前受付などの IT 化の推進に関して、

ボランティアや市民活動推進センターと協議を重ねました。 

また、災害に備え、災害ボランティアセンター三者合同研修を名古屋市・

なごや防災ボランティアネットとの共催で開催し、発災時に円滑に災害ボラ

ンティアセンターを運営できるように訓練を行いました。 
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発災時に被災地社協が円滑に災害ボランティアセンターを運営できるよう、

初期対応チームを立ち上げ、年 3 回の会議開催や研修の受講勧奨、意見交

換の実施などを通じて、チーム員の資質向上に取り組みました。 

 

○「なごや・よりどころサポート事業」では、市内の社会福祉法人の連携

により、既存の制度やサービスでは解決が難しい福祉課題の解決を目指す

ために、児童養護施設等を出て大学等に進学した若者 33 名に、生活資金の

支給等を行いました。令和 7 年度から開始した「地域のよりどころ相談窓

口事業」には 43 施設が参加しました。また、全事業参加施設の職員及び区

社協職員を対象とした「交流研修会」を開催し、日頃からのつながりづく

りの契機としました。 

 

○「いきいき支援センター」では、市内 17 カ所のセンターを継続して運営

し、総合相談支援、認知症地域支援体制づくり、医療・介護連携の推進、

地域ケア会議、介護予防ケアマネジメント事業などを、各区社協や区役所

などの関係機関と連携・協働して実施しました。総合相談支援・権利擁護

支援件数は 20,124 件、包括的・継続的ケアマネジメント支援件数は

4,691 件でした。 

また、これまでに作成した「OJT マニュアル」や「カスタマーハラスメ

ント対応ガイドライン」の活用を周知することで、受託期間における「基

本方針および重点的な取り組み」に基づく「働きやすい職場環境づくり」

の充実を図りました。 

各センターにおいては、単年度目標シートに基づく取り組みを進めること

でセンター機能の強化に努め、「地域包括ケアの推進」に取り組みました。 

また、分室設置から一定期間が経過し、施設・設備の老朽化や狭隘化などの

課題が生じる中、東区分室については、名古屋市との連絡調整及び協議を経

て、10 月に移転を完了しました。 

 

○「名古屋市認知症相談支援センター」では、いきいき支援センターに配置

される認知症地域支援推進員および認知症初期集中支援チームの活動支援や

認知症カフェの開設・運営支援、若年性認知症者に関する支援、認知症コー

ルセンターの運営などを行いました。認知症コールセンターでの相談は

855 件でした。 

認知症の人が事故を起こしたときに備える賠償保障制度「なごや認知症の

人おでかけあんしん保険事業」については、加入者が 3,800 人超となりま

した。 

令和 7 年 9 月からは、名古屋市バリアフリー整備相談支援事業における

当事者参加の場に毎月参加し、「認知症当事者ネットワークなごやトイプー

ドルの会」などで集めた、認知症の人が使いやすい施設や設備等に関する意

見を届けました。 

 

○「生活困窮者自立支援事業」については、名駅と金山 2 カ所の仕事・暮ら
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し自立サポートセンターにおいて、自立相談支援をはじめ就労準備支援、家

計改善支援、居住支援など相談者を中心に各分野の関係機関などと連携・協

働して実施しました。新規相談は 3,210 件、支援プランの作成件数は 439

件でした。また、受託期間において実施すべき事項を着実に実施し、評価委

員からも高い評価をいただきました。 

 

○「住まいの確保が困難な高齢者や障がい者などへの支援」では、居住支援

法人として住まいに関する相談 77 件に応じ、セーフティネット住宅等の賃

貸住宅や福祉制度・生活支援サービスに関する情報提供、仲介事業者への同

行、契約時の立会いなどを行いました。また、身寄りがなく緊急連絡先を確

保できないために賃貸借契約が進まない人を支援するため、「居住支援法人

緊急連絡先引受けモデル事業」を開始し、法人が緊急連絡先となって入居支

援を行いました。 

「名古屋市居住支援コーディネート事業」については、公益社団法人愛知

共同住宅協会とのコンソーシアムにて受託し、住宅確保要配慮者の民間賃貸

住宅への入居円滑化を図るため、民間賃貸住宅の住まい探しのサポートや登

録住宅等の大家への支援など、922 件の相談対応を行いました。 

 

○地域福祉に関する計画「なごやか地域福祉 2029」（第 4 期名古屋市地域

福祉計画・第 7 次名古屋市社会福祉協議会地域福祉推進計画）では、地域福

祉に関する懇談会委員をはじめ、関係機関・団体等に計画の本冊子及び概要

版を配布し、周知を図りました。 

地域福祉に関する懇談会及び推進幹事会、ワーキングでは、計画の推進体

制を確認するとともに、計画の方向性に関する現状と課題について共有しま

した。 

 

○「在宅福祉事業」では、「第６次在宅福祉事業プラン」（令和６年度～令和

１１年度）に基づき、当年度も年間の収入目標を設定し、ミドルマネジャー

を中心に目標管理を行うことで、目標収入額の達成及び収支改善に引き続き

取り組みました。また、介護人材不足への対応として組織体制を強化するた

め、東・中・熱田区にある訪問介護事業所を中区へ統合しました。 

  「人材の確保・定着・育成」のための“人が育ち・組織が育つ”環境整備

に向け「個人評価制度」の導入を進めました。 

  令和 8 年 3 月末時点で、なごやかヘルプ事業（訪問介護）は延べ 40,897

件、居宅介護支援事業は延べ 42,569 件の利用件数となっています。 

 

○「社会福祉研修センター」では、名古屋市から受託している「名古屋市高

齢・障害福祉職員研修」・「名古屋市介護職員等キャリアアップ研修」を引き

続き実施しました。また、「介護職員初任者研修」を昨年度に引き続き、上半

期「求職者支援訓練」、下半期「通信制」にて実施しました。「認知症介護実

践者等養成事業」については、オンライン形式と集合形式を組み合わせて実

施しました。 
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○「障害者・高齢者権利擁護センター」では、判断能力が不十分な方が地域

の中で安心して生活を送れるよう、金銭管理サービス、財産保全サービス、

福祉サービスの利用援助を実施しました。 

 

〇「成年後見あんしんセンター」では、成年後見制度利用促進にかかる中核

機関として、名古屋市成年後見制度利用促進計画に基づき、権利擁護支援の

地域連携ネットワークの仕組みづくりの一環として、区チーム会議に延べ

96 回参加したほか、名古屋市権利擁護支援協議会のもとに「身寄りのない

人の生活支援検討部会」を設け、身寄りのない高齢者等の生活や意思決定の

支援について検討を進めました。 

  また、市民後見人は、令和 7 年度末で 22 名を受任して後見活動を行っ

ており、延べ受任者数は 98 名となりました。 

 

〇「法人後見センターなごやかぽーと」では、本会が法人として成年後見人

等を受任し、判断能力が低下した方の暮らしと権利を支える「法人後見事

業」を実施し、新たに 12 名の方を受任し令和 8 年 3 月末時点で 107 名の

受任となっています。また、身寄りのない高齢者の死後の手続きを行う「な

ごやかエンディングサポート事業（本会独自事業）」および、ひとり暮らし

で低所得者を対象とした「あんしんエンディングサポート事業（名古屋市事

業）」を実施し、それぞれ令和 8 年 3 月末時点で 178 名、32 名の契約実

績となっています。なお、「なごやかエンディングサポート事業」は、利用

希望者が契約予定人数を超えたため、令和 7 年 4 月 10 日をもって新規受

付を終了しました。 

 

○「名古屋市障害者雇用支援センター」では、「障害者就労支援センター事

業」において、新規登録者 93 名、新規就職者 64 名となりました。「就労

移行支援事業」では、月ごとの延べ利用者数は 2,410 名でした。実利用者

数 23 名のうち 9 名が利用を終了し、3 名が一般就職しました。また、「就

労定着支援事業」では、延べ利用者数は 242 名、就職後定着率は 82.7％

となり、一人でも多くの障がい者が一般就職し、長く働き続けられる環境

づくりに取り組むとともに、サロンを積極的に実施して利用者の交流を図

りました。 

 

〇「福祉基金事業」では、「令和７～11 年度の福祉基金事業運営にかかる

基本方針」を踏まえ、事業の重点化と持続可能な基金運営に取り組み、「子

育て・障がい者サロンへの運営費助成」、「子ども食堂への運営助成」、「地域

支えあい事業」における高齢者以外の活動にボランティアポイントを付与す

る「地域支えあい事業強化事業」などを実施したほか、「はばたきサポート

事業」として、児童養護施設など退所者の運転免許取得費、賃貸住宅入居費

の一部助成を行いました。 
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②【指定管理施設・公募事業への対応】 

 

○「高齢者虐待相談センター」及び「障害者虐待相談センター」では、虐待

に関する専門相談機関として相談助言を行うとともに、市内の相談受理機関

等の職員を対象とした研修を実施したほか、普及啓発を通じて虐待防止法の

理解促進を図りました。相談件数は高齢者虐待が 511 件、障害者虐待が 602

件でした。 

 

○「障害者差別相談センター」では、関係機関と連携した調整を行い、障害

者差別に関する 344 件の相談を受け、事案の解決を図りました。また、令和

6 年 10 月から実施している「合理的配慮の提供支援に係る助成事業」では、

27 件の助成を行いました。 

 

〇「鯱城学園」では、新たな指定期間の 3 年目として提案事項に基づいた事

業を行いました。新たに設置された「暮らし」専攻では ICT の基本知識や情

報収集の方法について学ぶとともに、オンライン会議などを体験する機会を

設けました。また、PR 動画を活用し学園の PR にも取り組みました。 

 高齢者が充実した学園生活を送ることができるよう、学園の魅力向上に努め

るとともに、地域活動への関心を高め、社会活動への視野を広げることがで

きるよう事業に取り組みました。 

 

○「とだがわこどもランド」では、多くのみなさまに安心して遊んでいただ

けるよう、さまざまな企画・事業に取り組み約 40 万人にご利用いただきま

した。戸田川緑地の自然を活用した遊びや工作、専門機関と連携した子育て

支援拠点事業の充実、小・中学生および高校生を対象に、工作や勉強、おし

ゃべりなど、思い思いに過ごせる居場所となるように創造の部屋を開放しま

した。また、開園３０周年記念プレ企画として、小学校高学年以上を対象と

した認知症サポーター養成講座、社会福祉法人と共催した防災備蓄用のパン

缶に未来の自分や大切な人へのメッセージを描く企画、高校・中学校奇術部

によるマジックショーや体験、ならびに子どもの権利相談室「なごもっか」

と共催したクイズラリーや講話を通じて子どもの権利について知る取り組み

を行いました。 

広報では、Instagram などの SNS を利用して、とだがわこどもランドの

魅力を広く発信するよう努めました。 

 

〇「総合社会福祉会館」では、利用者が安心して快適に利用できる環境を維

持するため、設備機器の更新や補修を計画的に実施しました。また、設備の

点検やわかりやすい案内表示の見直しなど、安全性と利便性の向上に向けた

取り組みも進め、地域住民にとって使いやすい会館づくりを推進しました。 

 

○「児童館および福祉会館（区社協等指定管理施設）」については、第 6 期指

定管理受託の２年目として、各館の理念のもと安定した施設運営の継続と児

7



童福祉及び高齢福祉の充実に向けた取り組みを進めました。 

 

③【本会経営基盤の強化、他団体とのパートナーシップ・連携】 

 

〇「内部管理体制の基本方針」に基づき、「会計監査人」による期末監査およ

び期中監査などの訪問監査を受け、本会の会計に関する報告等を適宜実施す

るなど、ガバナンスや財務規律の強化を図りました。   

また、認知症相談支援センター、名東区北部いきいき支援センター、緑区

介護保険事業所への事業所監査を受けるなど、財務会計に関する事務処理体

制の向上に努めました。   

 

〇「第４次経営戦略計画」に基づき、「経営会議」において本会の経営全般に

ついて総合的に協議し、方針を立てるとともに、「経営会議ワーキング」およ

び、「テーマ別のプロジェクトチーム」を含む各担当部門において、経営改善

に向けた具体的な取り組みの検討・実施を進めました。また、「評価委員会」

において進捗評価を行いました。 

 

○「第 3 次広報戦略方針（な～やビジョン）」に基づき、「広報活動に関する

専門チーム会議」で実施項目に取り組みました。また、ホームページを全面

リニューアルし、社協を分かりやすく伝えるための情報整理と採用ページの

充実に努めました。 

 

○企業の地域貢献活動の支援では、地域共生社会の実現に向けて多様な主体

との関わりが求められる中、地域福祉の課題や取組に関する情報提供、交流・

学習機会の提供を行い、企業による地域貢献活動の促進を図りました。 

 

○「職員の労務管理」では、年次有給休暇の取得状況を職務状況申告時に職

員自ら報告することで、職員と組織が相互に確認し、労働基準法で定める確

実な休暇取得に努めました。また、就業管理システムを活用し、年次有給休

暇の取得状況の把握にも努めました。 

 

○「人材の確保・育成」では、令和 4 年度に策定した「キャリアマネジメン

ト方針」及び「第４次経営戦略計画」に基づき、組織視点と個人視点の両立

を目指す職員育成策や、多様な人材の確保に向けた取組を進めました。あわ

せて、職員の職制や階層に応じた研修を実施し、研修計画についても所管部

を横断して見直しを行いました。 

  

○「会員」については、経営基盤の強化を図るため、新規に開設された社会

福祉施設等を中心に入会の働きかけを行うとともに、賛助会員（市社協サポ

ーター）についても本会ホームページにおいて募集を呼びかけるなど、拡充

に努めました。 

また、本会が「税額控除対象団体」として認定されていることなど、寄付・
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遺贈の際の寄付金の税額控除制度の活用について積極的に PR を行い、自主

財源の確保に取り組みました。 

9



活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

う
。

区
社

協
の

運
営

支
援

・
基

盤
強

化
の

た
め

、
運

営
経

費
等

の
・
区

社
協

へ
の

職
員

派
遣

助
成

、
各

種
情

報
の

提
供

そ
の

他
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

・
活

動
費

の
助

成
改

正
社

会
福

祉
法

へ
の

適
切

な
対

応
に

つ
い

て
も

支
援

を
行

・
情

報
提

供
、

連
絡

調
整

・
人

材
確

保
や

育
成

お
よ

び
関

係
機

関
と

の
調

整

・
区

社
協

へ
の

運
営

助
成

、
各

種
情

報
の

提
供

、
連

絡
調

整
を

実
施

今
後

の
区

社
協

活
動

推
進

上
の

参
考

と
す

る
た

め
、

区
社

協
会

長
等

を
対

象
と

し
た

正
副

会
長

福
祉

セ
ミ

ナ
ー

（
講

義
型

）
を

開
催

す
る

。

先
駆

的
な

社
協

活
動

や
地

域
福

祉
活

動
等

の
状

況
を

学
び

、
・
年

1
回

（
地

域
福

祉
部

会
委

員
会

と
併

催
）

・
正

副
会

長
福

祉
セ

ミ
ナ

ー
開

催
（
1
/
3
0
、

6
6
名

）

り
巻

く
課

題
や

市
等

の
動

き
に

つ
い

て
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
対

応
方

法
等

に
つ

い
て

協
議

す
る

。

区
社

協
事

務
局

長
を

対
象

と
し

た
会

議
や

各
担

当
次

長
会

・
担

・
区

社
協

事
務

局
長

会
議

　
年

1
1
回

当
者

会
を

開
催

し
、

必
要

な
事

項
の

伝
達

の
ほ

か
、

社
協

を
取

・
各

担
当

次
長

会
・
担

当
者

会
　

適
宜

・
事

務
局

長
会

議
年

1
1
回

・
地

域
福

祉
担

当
次

長
会

年
2
回

・
各

担
当

者
会

適
宜

域
福

祉
の

推
進

を
図

る
。

各
区

社
協

に
お

け
る

第
５

次
地

域
福

祉
活

動
計

画
の

推
進

（
進

・
進

捗
状

況
の

確
認

　
通

年
捗

管
理

）
の

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
各

区
に

お
け

る
計

画
的

な
地

・
課

題
集

約
　

適
宜

・
適

宜
進

捗
管

理
を

支
援

２
　

地
域

福
祉

活
動

の
推

進

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
を

行
い

、
地

域
住

民
が

抱
え

て
い

る
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
を

住
民

相
互

で
助

け
合

う
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

一
環

と
し

て
、

住
民

相
談

窓
口

の
設

置
と

地
域

住
民

に
よ

る
学

区
拡

大
地

域
共

生
社

会
実

現
に

向
け

た
包

括
的

な
支

援
体

制
構

築
の

・
1
6
区

1
2
0
学

区
を

目
標

と
し

た
計

画
的

な
実

施
・
新

規
6
学

区
を

加
え

1
6
区

1
2
3
学

区
で

実
施

、
説

明
会

・
交

流
会

実
施

（
1
2
/
4
、

7
2
名

）

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
「
つ

な
が

り
支

え
あ

お
う

　
地

域
福

祉
の

す
ゝ

め
」
を

開
催

す
る

。

地
域

福
祉

推
進

協
議

会
ほ

か
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

団
体

、
・
年

1
回

開
催

企
業

等
多

様
な

主
体

が
取

り
組

む
地

域
福

祉
活

動
の

活
性

化
・
地

域
支

え
あ

い
活

動
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
サ

ロ
ン

推
と

地
域

の
福

祉
力

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
、

地
域

福
祉

の
進

セ
ミ

ナ
ー

と
併

催

・
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
開

催
（
1
0
/
3
0
、

3
6
3
名

）

進
捗

状
況

の
確

認
を

す
る

。

「
地

域
福

祉
に

関
す

る
懇

談
会

」
の

ほ
か

、
「
幹

事
会

」
や

「
ワ

ー
・
懇

談
会

（
年

1
回

）
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

」
を

開
催

し
、

多
様

な
主

体
の

参
画

を
得

て
・
幹

事
会

の
開

催
（
年

1
回

）
・
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
開

催
（
年

3
回

）

回
）

・
懇

談
会

（
1
0
月

）
・
幹

事
会

（
9
月

）
・
作

業
部

会
（
7
月

）
・
な

ご
や

か
地

域
福

祉
ニ

ュ
ー

ス
の

発
行

（
年

4
・
な

ご
や

か
地

域
福

祉
ニ

ュ
ー

ス
の

発
行

年
1
回

主
な

活
動

お
よ

び
事

業

１
　

区
社

協
の

運
営

支
援

個
別

事
業

計
画

「
つ

な
が

り
・
支

え
あ

お
う

　
地

域
福

祉
の

す
ゝ

め
」
の

開
催

【
独

自
】

次
期

地
域

福
祉

に
関

す
る

計
画

「
な

ご
や

か
地

域
福

祉
2
0
2
9
」
（
第

4
期

名
古

屋
市

地
域

福
祉

計
画

・
第

7
次

名
古

屋
市

社
会

福
祉

協
議

会
地

域
福

祉
推

進
計

画
）

の
推

進

個
別

事
業

計
画

区
社

協
の

活
動

・
基

盤
の

充
実

、
強

化

区
社

協
会

長
研

修

区
社

協
事

務
局

長
会

議
は

じ
め

各
担

当
次

長
会

、
各

担
当

者
会

の
開

催

区
社

協
第

5
次

地
域

福
祉

活
動

計
画

の
推

進
支

援

地
域

支
え

あ
い

事
業

【
委

託
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

事
業

を
推

進
す

る
。

令
和

8
年

度
か

ら
の

受
託

者
の

公
募

が
行

わ
れ

る
た

め
、

受
託

に
向

け
た

準
備

を
行

い
、

全
区

受
託

を
目

指
す

。

包
括

的
な

支
援

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

相
談

支
援

・
参

加
支

・
1
6
区

に
お

け
る

円
滑

な
事

業
推

進
援

・
地

域
づ

く
り

支
援

の
3
つ

の
支

援
を

一
体

的
に

行
い

な
が

ら
・
次

期
契

約
期

間
の

受
託

に
向

け
た

準
備

・
1
6
区

で
事

業
実

施
・
次

長
連

絡
会

年
1
1
回

進
の

た
め

に
専

門
的

見
地

か
ら

後
方

支
援

を
行

う
。

各
区

の
包

括
的

相
談

支
援

チ
ー

ム
に

対
し

て
、

困
難

ケ
ー

ス
へ

・
重

層
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
　

年
1
1
回

の
専

門
職

に
よ

る
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
チ

ー
ム

及
び

相
談

支
・
基

礎
研

修
　

年
1
回

援
機

関
へ

の
研

修
等

に
よ

り
対

応
力

の
向

上
を

図
り

、
事

業
推

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

　
年

2
回

以
上

・
チ

ー
ム

、
相

談
支

援
機

関
等

向
け

研
修

　
年

1
回

以
上

・
重

層
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
年

1
1
回

・
基

礎
研

修
・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

、
重

層
的

支
援

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

実
施

推
進

協
へ

の
助

成

「
つ

な
が

り
応

援
事

業
」
の

円
滑

な
事

業
開

始
に

向
け

た
支

援
等

を
行

う
。

住
民

が
主

体
と

な
っ

て
設

置
す

る
「
地

域
福

祉
推

進
協

議
会

」
・
全

小
学

校
区

に
設

置
・
助

成
が

実
施

す
る

事
業

を
支

援
す

る
た

め
の

助
成

を
行

う
と

と
も

に
、

・
「
つ

な
が

り
応

援
事

業
」
の

助
成

1
0
2
学

区
・
2
6
7
学

区
設

置
・
つ

な
が

り
応

援
事

業
1
0
0
学

区
助

成

地
域

支
え

あ
い

事
業

強
化

事
業

の
実

施

与
を

行
い

、
推

進
協

等
の

全
対

象
型

の
地

域
福

祉
活

動
を

活
性

化
す

る
契

機
と

す
る

。

地
域

支
え

あ
い

事
業

に
関

連
す

る
活

動
の

う
ち

、
障

が
い

者
や

・
地

域
支

え
あ

い
事

業
実

施
学

区
に

お
け

る
活

・
高

齢
者

以
外

の
活

動
実

施
1
1
4
学

区
に

子
育

て
支

援
の

活
動

に
対

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ポ
イ

ン
ト

の
付

動
に

対
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ポ

イ
ン

ト
の

付
与

1
5
0
,8

6
5
ポ

イ
ン

ト
付

与

に
対

し
て

、
必

要
物

品
購

入
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

る
た

め
、

新
た

に
開

設
さ

れ
る

「
ふ

れ
あ

い
・
い

き
い

き
サ

ロ
ン

」
・
年

間
4
0
件

助
成

ふ
れ

あ
い

・
い

き
い

き
サ

ロ
ン

開
設

助
成

【
独

自
】

地
域

住
民

の
孤

立
防

止
や

見
守

り
・
助

け
あ

い
の

機
運

を
高

め
・
区

社
協

に
お

け
る

開
設

相
談

・
支

援
の

促
進

・
3
5
件

助
成

（
共

生
1
4
、

高
齢

1
7
、

子
育

て
3
、

障
が

い
1
）

自
】

性
化

を
図

る
。

子
育

て
・
障

が
い

者
サ

ロ
ン

へ
の

運
営

助
成

【
独

子
育

て
・
障

が
い

者
サ

ロ
ン

の
運

営
費

助
成

を
行

い
、

高
齢

者
・
【
月

2
回

以
上

5
人

以
上

】
年

間
4
5
件

助
成

等
サ

ロ
ン

の
整

備
等

推
進

と
と

も
に

市
内

全
般

の
サ

ロ
ン

の
活

・
【
月

4
回

以
上

5
人

以
上

】
年

間
4
0
件

助
成

・
【
月

2
回

以
上

5
人

以
上

】
9
5
件

・
【
月

4
回

以
上

5
人

以
上

】
6
2
件

進 【
独

自
】

ロ
ン

の
設

置
状

況
を

把
握

・
分

析
す

る
と

と
も

に
、

サ
ロ

ン
推

進
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。

多
様

な
ふ

れ
あ

い
・
い

き
い

き
サ

ロ
ン

づ
く
り

の
推

ふ
れ

あ
い

・
い

き
い

き
サ

ロ
ン

の
推

進
の

た
め

、
各

区
で

の
サ

・
サ

ロ
ン

推
進

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
年

1
回

）
・
サ

ロ
ン

推
進

セ
ミ

ナ
ー

を
包

含
開

催
、

実
践

報
告

実
施

参
加

を
一

体
的

に
進

め
る

。

源
開

発
な

ど
の

具
体

的
な

取
り

組
み

が
実

施
さ

れ
る

よ
う

支
援

か
所

ず
つ

し
、

日
常

生
活

上
の

支
援

体
制

の
充

実
及

び
高

齢
者

の
社

会
・
各

区
生

活
支

援
連

絡
会

の
設

置
・
運

営
（
年

2
回

以
上

）

各
区

の
生

活
支

援
連

絡
会

に
お

い
て

、
担

い
手

の
養

成
や

資
・
高

齢
者

等
サ

ロ
ン

の
設

置
・
把

握
　

各
学

区
1

・
高

齢
者

サ
ロ

ン
把

握
1
,1

5
8
か

所
・
生

活
支

援
連

絡
会

延
べ

5
6
回

掘
・
育

成
、

活
動

場
所

の
確

保
の

支
援

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
介

護
予

防
に

資
す

る
住

民
主

体
の

屋
外

型
の

通
い

の
場

の
充

実
を

図
る

。

介
護

予
防

に
関

す
る

情
報

提
供

や
通

い
の

場
の

担
い

手
の

発
・
研

修
会

　
年

4
回

以
上

・
ス

マ
ホ

教
室

年
4
回

・
健

康
体

操
教

室
（
9
/
2
2
、

1
6
7
名

）

地
域

福
祉

推
進

協
議

会
事

業
の

推
進

【
独

自
】

ふ
れ

あ
い

・
い

き
い

き
サ

ロ
ン

推
進

事
業

の
実

施

地
域

共
生

社
会

の
実

現
に

向
け

た
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

【
委

託
】

重
層

的
支

援
体

制
整

備
事

業
の

後
方

支
援

【
委

託
】

高
齢

者
サ

ロ
ン

の
整

備
等

生
活

支
援

推
進

事
業

の
実

施
【
委

託
】

介
護

予
防

に
資

す
る

通
い

の
場

の
充

実
【
委

託
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

践
者

同
士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

や
区

社
協

の
「
サ

ロ
ン

何
で

も
相

談
所

」
を

通
じ

た
「
子

ど
も

食
堂

」
の

円
滑

な
運

営
の

た
め

の
活

動
支

援
を

行
う

。

子
ど

も
の

孤
食

を
防

止
し

、
子

ど
も

が
安

心
し

て
食

事
が

で
き

る
・
子

ど
も

食
堂

開
設

助
成

金
2
0
件

支
援

す
る

環
境

づ
く
り

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

子
ど

も
食

堂
実

ジ
ウ

ム
等

の
開

催
（
年

1
回

）

・
子

ど
も

食
堂

開
設

助
成

金
1
3
件

助
成

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

子
ど

も
の

健
や

か
な

育
ち

を
・
子

ど
も

食
堂

の
啓

発
等

を
目

的
と

し
た

シ
ン

ポ
・
居

場
所

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
2
/
2
4
、

1
5
5
名

※
う

ち
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

7
9
名

）

が
ら

当
該

子
ど

も
を

支
援

に
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
子

ど
も

食
堂

等
を

支
援

す
る

も
の

。

子
ど

も
食

堂
等

の
立

ち
上

げ
や

運
営

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

・
子

ど
も

食
堂

開
設

講
座

（
年

1
回

）
子

ど
も

食
堂

等
で

支
援

が
必

要
な

子
ど

も
を

見
つ

け
た

際
に

行
・
子

ど
も

食
堂

運
営

者
研

修
会

（
年

1
回

）
政

や
地

域
住

民
、

N
P

O
等

様
々

な
支

援
機

関
と

連
携

を
取

り
な

・
子

ど
も

食
堂

連
絡

会
（
年

2
回

）

・
子

ど
も

食
堂

開
設

講
座

（
7
/
3
1
、

2
2
名

）
・
子

ど
も

食
堂

運
営

者
研

修
会

（
1
1
/
1
2
、

4
2
名

）
・
子

ど
も

食
堂

連
絡

会
2
回

独
感

の
緩

和
や

安
否

確
認

等
を

目
的

に
、

地
域

団
体

等
が

実
施

す
る

「
ふ

れ
あ

い
給

食
サ

ー
ビ

ス
事

業
」
に

対
し

て
そ

の
経

費
を

助
成

す
る

ほ
か

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

食
品

衛
生

指
導

を
通

じ
た

食
品

衛
生

管
理

の
徹

底
等

の
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

支
援

す
る

。

ひ
と

り
暮

ら
し

高
齢

者
等

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

食
事

を
介

し
て

孤
・
現

行
2
3
7
学

区
の

継
続

実
施

・
2
3
3
学

区
助

成
、

返
還

1
0
学

区
（
1
0
1
,8

0
0
円

）

地
域

の
支

え
手

応
援

事
業

【
独

自
】

住
民

の
地

域
活

動
参

加
支

援
事

業
興

味
の

あ
る

未
活

動
者

か
ら

既
活

動
者

ま
で

参
加

で
き

る
よ

う
な

、
地

域
の

現
状

を
踏

ま
え

た
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

地
域

活
動

へ
の

参
加

を
支

援
す

る
。

※
市

民
活

動
推

進
セ

ン
タ

ー
や

N
P

O
等

と
の

連
携

・
協

働
で

実
施

し
て

い
る

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
促

進
イ

ベ
ン

ト
「
ぼ

ら
マ

ッ
チ

！
な

ご
や

」
を

本
事

業
に

位
置

付
け

る
。

地
域

の
助

け
あ

い
・
支

え
あ

い
活

動
や

困
り

ご
と

解
決

活
動

に
・
イ

ベ
ン

ト
参

加
3
0
0
名

・
ぼ

ら
マ

ッ
チ

！
な

ご
や

2
0
2
5
開

催
（
1
1
/
2
9
）
、

参
加

2
3
4
名

地
域

の
困

り
ご

と
解

決
応

援
助

成
体

等
が

取
り

組
む

地
域

の
困

り
ご

と
解

決
活

動
に

対
し

て
、

助
成

金
を

交
付

し
て

活
動

の
支

援
を

行
う

。

「
住

民
の

地
域

活
動

参
加

支
援

事
業

」
の

講
座

受
講

生
や

団
・
助

成
事

業
5
事

業
以

上
の

応
募

・
申

請
1
0
事

業
、

決
定

3
事

業

活
動

継
続

応
援

事
業

地
域

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
草

の
根

福
祉

活
動

の
支

援
を

行
う

。

地
域

の
困

り
ご

と
解

決
活

動
に

取
り

組
む

講
座

受
講

生
や

団
・
個

別
相

談
（
年

3
件

）
体

等
に

対
し

て
、

個
別

相
談

や
共

同
学

習
・
情

報
交

換
の

場
づ

・
進

捗
状

況
把

握
（
年

2
回

）
く
り

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

安
定

し
た

活
動

を
行

え
る

よ
う

に
、

・
学

習
会

・
交

流
会

等
（
年

2
回

）

・
個

別
相

談
　

依
頼

な
し

・
交

流
会

(成
果

報
告

会
)（

6
/
2
8
、

3
1
名

）
・
勉

強
会

（
3
/
1
7
、

3
名

）

き
る

事
業

及
び

子
ど

も
・
子

育
て

を
支

え
る

人
づ

く
り

事
業

対
し

て
助

成
を

行
う

。
(1

)子
ど

も
の

主
体

的
な

活
動

応
援

事
業

(2
)中

学
生

・
高

校
生

の
居

場
所

づ
く
り

事
業

(3
)地

域
で

子
ど

も
・
子

育
て

を
支

え
る

人
づ

く
り

事
業

次
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

が
地

域
に

お
い

て
他

者
と

の
交

流
な

・
新

規
応

募
団

体
3
団

体
以

上
ど

を
通

じ
て

主
体

性
や

社
会

性
な

ど
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
・
成

果
報

告
会

（
年

1
回

）
・
応

募
2
2
団

体
（
う

ち
新

規
1
4
団

体
）

応
援

事
業

各
区

分
で

採
択

・
成

果
報

告
会

（
6
/
2
8
）

子
ど

も
食

堂
推

進
事

業
【
委

託
】

子
ど

も
食

堂
等

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
事

業
【
委

託
】

ふ
れ

あ
い

給
食

サ
ー

ビ
ス

事
業

の
推

進
【
独

自
】

地
域

の
子

ど
も

応
援

事
業

【
独

自
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

に
、

重
点

支
援

学
区

を
設

定
す

る
こ

と
で

計
画

的
な

学
区

支
援

を
行

い
、

推
進

協
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。

ク
に

関
す

る
情

報
交

換
や

実
践

手
法

等
を

共
有

す
る

と
と

も
学

区
支

援
目

標
の

設
定

（
全

学
区

）
各

事
業

の
連

絡
会

や
研

修
会

等
を

通
じ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ワ
ー

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ワ

ー
カ

ー
学

区
担

当
制

に
お

け
る

・
重

点
支

援
学

区
3
5
学

区
選

定

ニ
テ

ィ
ワ

ー
カ

ー
と

し
て

必
要

な
知

識
や

技
術

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
展

開
方

法
等

を
理

解
し

、
職

員
の

経
験

年
数

に
応

じ
段

階
的

に
個

と
地

域
の

一
体

的
な

支
援

を
意

識
し

た
実

践
を

行
う

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。

本
会

が
作

成
し

た
「
社

協
職

員
実

践
読

本
」
を

活
用

し
、

コ
ミ

ュ
・
年

3
回

開
催

・
基

礎
編

（
4
/
8
）
、

実
践

編
（
6
/
3
、

1
1
）
、

応
用

編
（
2
/
9
）

し
、

施
設

の
社

会
貢

献
、

地
域

貢
献

へ
の

意
識

向
上

を
図

る
た

め
「
福

祉
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

す
る

社
会

福
祉

施
設

と
地

域
、

社
会

福
祉

協
議

会
の

連
携

を
め

ざ
・
年

1
回

開
催

・
年

1
回

（
7
/
2
4
・
オ

ン
ラ

イ
ン

）

た
事

業
を

実
施

す
る

。
＜

支
援

事
業

＞
居

場
所

・
サ

ロ
ン

づ
く
り

事
業

若
者

よ
り

そ
い

サ
ポ

ー
ト

事
業

就
労

支
援

事
業

地
域

の
よ

り
ど

こ
ろ

相
談

窓
口

事
業

＜
そ

の
他

の
活

動
＞

よ
り

ど
こ

ろ
サ

ポ
ー

ト
通

信
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

運
営

セ
ブ

ン
イ

レ
ブ

ン
の

社
会

貢
献

活
動

へ
の

協
力

(4
)な

ご
や

・
よ

り
ど

こ
ろ

サ
ポ

ー
ト

事
業

新
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成市

内
の

社
会

福
祉

法
人

が
協

働
し

て
社

会
貢

献
活

動
に

と
り

く
・
社

会
貢

献
推

進
委

員
会

（
年

2
回

）
み

、
地

域
住

民
の

抱
え

る
困

難
な

福
祉

課
題

の
解

決
に

む
け

・
参

加
法

人
（
7
8
法

人
　

全
法

人
の

3
割

）

・
就

学
支

援
（
3
0
名

）
・
緊

急
時

支
援

（
1
0
名

）
・
中

間
的

就
労

支
援

（
3
名

）
・
一

般
就

労
支

援
（
3
名

）
・
就

労
体

験
支

援
（
5
名

）
・
相

談
窓

口
実

施
事

業
所

（
4
2
カ

所
）

・
よ

り
ど

こ
ろ

サ
ポ

ー
ト

通
信

発
行

（
年

3
回

）

・
社

会
貢

献
推

進
委

員
会

2
回

・
参

加
7
0
法

人
・
拠

出
金

･寄
付

金
目

標
金

額
（
1
,0

0
0
万

円
）

・
拠

出
金

・
寄

付
金

7
1
2
万

円
・
支

援
実

績
多

数

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

め
、

下
記

の
事

業
を

行
う

。
(1

)ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

相
談

へ
の

対
応

、
ニ

ー
ズ

調
整

(2
)連

絡
調

整
(3

)ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
関

す
る

調
査

、
研

究
及

び
提

言
(4

)活
動

室
、

資
器

材
の

提
供

・
貸

出
(5

)ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

保
険

等
の

受
付

・
加

入
促

進
(6

)ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

顕
彰

、
民

間
助

成
金

等
の

周
知

・
推

薦

状
を

把
握

し
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
に

対
す

る
市

民
の

満
足

度
を

よ
り

高
め

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

振
興

す
る

。

福
祉

分
野

を
中

心
と

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

市
民

活
動

振
興

の
た

・
区

社
協

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

の
現

・
連

絡
会

・
研

修
等

で
支

援
実

施

３
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
市

民
活

動
の

振
興

個
別

事
業

計
画

な
ご

や
・
よ

り
ど

こ
ろ

サ
ポ

ー
ト

事
業

【
独

自
】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
一

部
補

助
】

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ワ
ー

カ
ー

（
学

区
担

当
）
に

よ
る

計
画

的
地

域
支

援
の

推
進

【
独

自
】

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ワ
ー

ク
を

習
得

す
る

研
修

の
実

施
、

ツ
ー

ル
の

普
及

・
活

用
【
独

自
】

福
祉

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

セ
ミ

ナ
ー

【
独

自
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

め
、

研
修

・
情

報
提

供
を

行
う

。
(1

) 
区

社
協

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

連
絡

会
･研

修
会

の
実

施
(2

) 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

取
組

等
の

IC
T
等

を
活

用
し

た
情

報
交

換

研
修

会
（
年

2
回

）
市

・
区

社
協

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
機

能
強

化
を

図
る

た
・
（
1
）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
連

絡
会

・
・
連

絡
会

・
研

修
（
5
/
1
、

2
/
6
）
、

情
報

提
供

実
施

い
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
取

り
組

ん
で

き
た

実
践

者
有

志
に

よ
る

開
催

委
員

会
）
に

お
い

て
企

画
検

討
し

、
開

催
す

る
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

者
同

士
の

学
習

・
協

議
の

場
で

あ
る

「
な

ご
・
年

2
回

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
楽

集
会

」
を

開
催

委
員

会
（
名

古
屋

市
域

に
お

・
参

加
者

各
回

5
0
名

・
楽

集
会

（
6
/
2
2
、

7
/
2
1
）

な
が

ら
、

下
記

の
事

業
を

共
催

で
行

う
。

(1
)ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
促

進
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

の
情

報
提

供
(3

)N
P

O
お

た
が

い
さ

ま
会

議
の

支
援

等
に

よ
る

市
民

活
動

の
支

援

参
加

者
数

3
0
0
名

・
市

民
へ

の
情

報
提

供
（
随

時
）

(2
)市

と
連

携
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
関

係
情

報
の

共
有

と
市

民
へ

・
N

P
O

お
た

が
い

さ
ま

会
議

へ
の

参
加

、
支

援

市
民

活
動

推
進

セ
ン

タ
ー

や
N

P
O

、
企

業
等

と
連

携
・
協

働
し

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
促

進
イ

ベ
ン

ト
（
年

1
回

）
・
ぼ

ら
マ

ッ
チ

！
な

ご
や

2
0
2
5
実

施
、

参
加

2
3
4

名

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

管
理

シ
ス

テ
ム

の
運

用
【
一

部
補

助
】

び
登

録
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

状
況

把
握

の
た

め
の

調
査

を
実

7
0
％

以
上

施
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

「
な

ご
や

ボ
ラ

ね
っ

と
」
を

活
用

し
・
「
な

ご
や

ボ
ラ

ね
っ

と
」
の

効
果

的
な

運
用

て
市

・
区

社
協

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

。
・
メ

ー
ル

に
よ

る
情

報
発

信
機

能
の

活
用

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
関

す
る

効
果

的
な

情
報

発
信

の
た

め
及

・
登

録
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
状

況
調

査
の

回
収

率
・
登

録
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
状

況
調

査
の

回
収

率
6
9
.3

2
％

・
投

稿
1
9
2
件

・
メ

ー
ル

1
1
3
通

の
発

行
等

【
独

自
】

す
る

。
ま

た
、

各
区

社
協

が
広

報
誌

等
の

発
行

に
あ

わ
せ

、
福

祉
施

設
・
団

体
に

お
け

る
随

時
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

情
報

を
収

集
し

、
区

別
の

「
な

ご
や

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

情
報

」
を

発
行

し
、

積
極

的
な

情
報

発
信

が
で

き
る

よ
う

な
支

援
を

行
う

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

紙
（
ほ

っ
と

は
あ

と
コ

ー
ナ

ー
）

広
報

紙
「
ふ

れ
あ

い
名

古
屋

」
内

の
ほ

っ
と

は
あ

と
コ

ー
ナ

ー
を

・
ほ

っ
と

は
あ

と
コ

ー
ナ

ー
の

発
行

（
年

2
回

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
「
ほ

っ
と

は
あ

と
ク

ラ
ブ

」
と

と
も

に
編

・
ほ

っ
と

は
あ

と
ク

ラ
ブ

メ
ン

バ
ー

2
名

増

の
発

行
（
年

2
回

）

・
ほ

っ
と

は
あ

と
コ

ー
ナ

ー
の

発
行

年
2
回

・
区

別
「
な

ご
や

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

情
報

」
集

・
発

行
し

、
登

録
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
及

び
市

内
小

中
学

校
に

配
布

・
区

別
「
な

ご
や

福
祉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

情
報

」
の

発
行

年
2
回

冬
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
家

庭
に

迎
え

て
も

ら
い

、
生

活
を

共
に

す
る

こ
と

で
、

家
庭

に
お

け
る

生
活

体
験

の
機

会
を

提
供

す
る

。

児
童

養
護

施
設

、
乳

児
院

等
に

暮
ら

し
て

い
る

児
童

を
春

・
夏

・
・
1
8
施

設
宛

て
に

案
内

送
付

（
年

3
回

）
・
年

3
期

実
施

（
春

・
夏

・
冬

）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

の
収

集
・
発

信
（
提

供
）
情

報
発

信
、

意
識

啓
発

の
充

実

市
・
区

社
協

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
機

能
強

化
【
一

部
補

助
】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
関

す
る

学
習

・
協

議
の

場
づ

く
り

【
独

自
】

市
民

活
動

推
進

セ
ン

タ
ー

や
N

P
O

等
と

の
連

携
・
協

働
【
独

自
】

家
庭

体
験

事
業

【
委

託
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

成
を

行
う

ほ
か

、
運

営
支

援
を

行
う

。
[現

在
組

織
さ

れ
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

]
(1

)名
古

屋
市

お
も

ち
ゃ

図
書

館
連

絡
会

(2
)名

古
屋

点
訳

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(3
)ガ

イ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ご

や
(4

)名
古

屋
市

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

協
議

会
(5

)名
古

屋
市

傾
聴

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
会

活
動

の
振

興
の

た
め

、
各

団
体

が
実

施
す

る
事

業
に

対
し

て
助

び
事

務
局

と
し

て
会

議
へ

の
参

加
、

助
言

等
を

行
う

。

市
域

で
組

織
す

る
各

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

の
・
各

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

に
対

す
る

経
費

助
成

及
・
5
つ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

助
成

・
運

営
支

援

て
ふ

れ
あ

い
を

深
め

る
こ

と
を

め
ざ

す
市

内
の

「
お

も
ち

ゃ
図

書
館

」
の

中
央

館
と

し
て

「
お

も
ち

ゃ
図

書
館

と
も

だ
ち

」
を

運
営

す
る

。

乳
幼

児
や

障
が

い
の

あ
る

子
ど

も
等

が
お

も
ち

ゃ
遊

び
を

通
じ

・
各

開
館

日
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
名

増
・
利

用
者

1
,0

0
0
人

（
新

規
2
1
人

）

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
意

識
を

醸
成

し
て

い
く
。

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

促
進

し
、

地
域

で
の

新
た

な
担

い
手

づ
く
り

ル
の

開
催

（
年

4
回

）
に

つ
な

げ
て

い
く
と

と
も

に
、

地
域

課
題

や
社

会
貢

献
・
ボ

ラ
ン

・
若

者
の

興
味

・
関

心
の

あ
る

こ
と

を
通

じ
て

、
「
学

び
・
気

づ
き

・
出

会
い

」
の

場
を

創
出

す
る

。
（
年

2
回

）

若
者

の
地

域
福

祉
課

題
等

へ
の

関
心

を
高

め
、

社
会

貢
献

・
ボ

・
な

ご
や

か
地

域
福

祉
・
大

学
ラ

ウ
ン

ド
テ

ー
ブ

・
大

学
ラ

ウ
ン

ド
テ

ー
ブ

ル
年

4
回

・
ボ

ッ
チ

ャ
交

流
（
6
/
2
1
、

6
8
名

）

加
率

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
等

の
状

況
に

合
わ

せ
た

情
報

提
供

や
活

た
め

、
令

和
5
年

度
に

整
理

し
た

周
知

先
を

活
用

動
の

提
案

、
支

援
の

方
法

を
工

夫
し

、
情

報
発

信
の

充
実

や
参

し
て

周
知

す
る

。
・
参

加
の

ハ
ー

ド
ル

が
低

い
単

発
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

企
画

す
る

。

令
和

5
年

度
に

実
施

し
た

調
査

結
果

を
も

と
に

タ
ー

ゲ
ッ

ト
層

や
・
世

代
等

に
合

わ
せ

た
情

報
発

信
を

幅
広

く
行

う
・
ぼ

ら
マ

ッ
チ

！
な

ご
や

開
催

（
1
1
/
2
9
、

2
3
4
名

）

福
祉

学
習

の
推

進

福
祉

教
育

・
福

祉
学

習
推

進
事

業
【
一

部
補

助
】

者
等

が
情

報
交

換
す

る
場

を
設

け
る

。

高
め

る
た

め
、

市
民

向
け

福
祉

学
習

の
機

会
を

創
出

す
る

。
（
各

区
に

お
い

て
「
な

ご
や

出
張

福
祉

学
習

」
を

実
施

す
る

。
）

そ
の

他
、

福
祉

教
育

に
関

す
る

学
び

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
に

、
愛

知
県

社
会

福
祉

協
議

会
と

共
催

で
、

福
祉

教
育

実
践

者
と

の
交

流
や

学
習

会
な

ど
を

開
催

す
る

。

る
理

解
促

進
の

た
め

、
自

身
の

体
験

・
経

験
を

参
加

者
に

伝
（
年

1
回

・
養

成
人

数
2
1
名

）
え

、
参

加
者

が
地

域
の

課
題

な
ど

に
気

づ
き

、
自

ら
解

決
に

取
※

H
2
7
～

R
6
の

養
成

人
数

2
4
4
名

る
と

と
も

に
、

区
社

協
の

福
祉

教
育

担
当

者
や

福
祉

教
育

協
力

の
開

催
（
年

1
回

）
・
福

祉
教

育
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
学

習
の

つ
ど

い
in

あ
ま

た
、

多
様

な
地

域
住

民
に

対
す

る
福

祉
意

識
、

共
生

意
識

を
い

ち
・
な

ご
や

の
開

催
（
年

1
回

）

地
域

で
の

福
祉

学
習

の
必

要
性

や
共

生
意

識
の

醸
成

に
対

す
・
福

祉
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

研
修

の
開

催
・
福

祉
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

研
修

(養
成

1
3

名
）
、

各
種

研
修

実
施

・
福

祉
教

育
の

つ
ど

い
開

催
（
3
/
2
1
）

り
組

む
よ

う
に

働
き

か
け

る
福

祉
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

を
養

成
す

・
福

祉
学

習
サ

ポ
ー

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
・
出

張
学

習
1
9
7
件

福
祉

読
本

「
と

も
に

生
き

る
」
の

発
行

【
独

自
】

等
へ

配
布

す
る

福
祉

読
本

「
と

も
に

生
き

る
」
を

県
社

協
・
教

育
委

員
会

と
共

同
で

作
成

し
、

小
学

校
5
年

生
対

象
に

作
成

・
配

布
す

る
。

学
校

や
家

庭
に

お
け

る
福

祉
の

啓
発

教
材

を
作

成
し

、
小

学
校

・
2
2
,0

0
0
部

配
布

・
2
2
,0

0
0
部

配
布

福
祉

学
習

資
器

材
貸

出
事

業
【
独

自
】

る
。

す
・
点

字
器

・
ア

イ
マ

ス
ク

等
の

福
祉

教
育

資
材

を
貸

し
出

し
す

更
新

福
祉

体
験

学
習

を
実

施
す

る
学

校
や

企
業

に
対

し
て

、
車

い
・
各

資
器

材
の

使
用

状
況

確
認

及
び

計
画

的
な

・
使

用
状

況
確

認
・
更

新
実

施

市
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

に
対

す
る

活
動

支
援

【
独

自
】

「
お

も
ち

ゃ
図

書
館

と
も

だ
ち

」
の

運
営

【
独

自
】

若
者

の
社

会
貢

献
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

促
進

【
独

自
】

市
民

活
動

へ
の

参
加

支
援

へ
向

け
た

取
り

組
み

の
実

施
【
独

自
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

災
害

に
備

え
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
市

と
の

協
働

【
独

自
】

修
会

へ
の

参
加

な
ど

を
実

施
す

る
。

の
構

築
を

行
う

。
名

古
屋

青
年

会
議

所
な

ど
様

々
な

関
係

団
体

と
の

平
常

時
か

ら
の

連
携

を
強

化
す

る
。

タ
ー

の
円

滑
な

運
営

に
向

け
て

三
者

合
同

研
修

及
び

担
当

者
（
年

1
回

）

会
」
に

幹
事

と
し

て
参

画
、

名
古

屋
市

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

（
年

1
回

）
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
講

座
等

へ
の

協
力

そ
の

他
各

種
訓

練
、

研
・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
新

任
者

研
修

会
（
年

1
回

）
被

災
時

に
要

配
慮

者
へ

の
対

応
を

行
う

関
係

機
関

・
団

体
と

在
・
在

宅
避

難
に

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
の

勉
強

宅
避

難
に

必
要

な
支

援
を

展
開

す
る

た
め

に
連

携
・
協

働
体

制
会

（
年

2
回

）

大
規

模
災

害
発

生
時

に
設

置
さ

れ
る

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
三

者
合

同
研

修
・
三

者
合

同
研

修
（
1
2
/
6
、

2
0
5
名

）
・
新

任
研

修
（
6
/
1
8
、

6
名

）
研

修
会

を
実

施
す

る
ほ

か
、

「
な

ご
や

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

連
絡

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
担

当
者

研
修

会
・
在

宅
避

難
者

支
援

に
関

す
る

勉
強

会
（
9
/
1
0
、

1
6
名

、
1
/
1
9
、

1
4
名

）

の
結

成
【
独

自
】

チ
ー

ム
を

結
成

。
害

ボ
ラ

活
動

支
援

が
で

き
る

よ
う

、
災

害
ボ

ラ
セ

ン
初

期
対

応
修 ・
災

害
ボ

ラ
セ

ン
初

期
対

応
チ

ー
ム

員
会

議
（
年

チ
ー

ム
員

向
け

に
、

区
災

害
ボ

ラ
セ

ン
の

運
営

サ
ポ

ー
ト

に
必

3
回

）
要

な
知

識
や

ス
キ

ル
習

得
に

関
す

る
研

修
等

を
実

施
す

る
。

・
県

外
の

災
害

支
援

へ
の

積
極

的
な

参
画

（
ブ

ロ
ッ

ク
派

遣
）

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

初
期

対
応

チ
ー

ム
発

災
時

に
被

災
地

社
協

が
円

滑
な

災
害

ボ
ラ

セ
ン

運
営

や
災

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

・
災

害
ボ

ラ
セ

ン
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

修
（
1
0
/
2
8
、

2
9
、

3
7
名

（
う

ち
1
0
名

が
チ

ー
ム

員
）
）

の
運

営
【
委

託
】

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
希

望
者

に
足

し
て

必
要

な
情

報
提

供
を

行
う

。

い
て

は
、

東
日

本
大

震
災

及
び

令
和

6
年

能
登

半
島

地
震

に
き

め
細

か
い

支
援

を
展

開
す

る
。

よ
っ

て
名

古
屋

市
に

避
難

さ
れ

て
い

る
方

の
自

立
支

援
を

目
的

・
お

茶
っ

こ
サ

ロ
ン

な
ご

や
（
年

2
回

）
と

し
た

必
要

な
情

報
提

供
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

を
行

・
じ

ん
の

び
能

登
カ

フ
ェ

（
年

4
回

）
う

と
同

時
に

、
被

災
地

の
復

興
支

援
の

た
め

、
被

災
地

で
の

ボ
・
語

り
部

派
遣

事
業

の
実

施

「
被

災
者

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

な
ご

や
」

「
被

災
者

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

な
ご

や
」
の

運
営

に
つ

・
登

録
者

の
現

状
把

握
を

継
続

的
に

行
い

、
よ

り
・
各

種
サ

ロ
ン

・
交

流
会

・
語

り
部

派
遣

（
1
9
回

、
5
4
1
名

）

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

収
入

の
達

成
を

図
る

。
職

員
一

人
当

た
り

の
担

当
時

間
数

・
利

用
者

数
を

定
め

、
目

標
・
な

ご
や

か
ヘ

ル
プ

事
業

（
目

標
時

間
数

（
月

平
均

）
）

サ
責

１
人

あ
た

り
：
2
9
4
.0

時
間

・
居

宅
介

護
支

援
事

業
（
目

標
利

用
者

数
（
月

平
均

）
）

C
M

1
人

あ
た

り
：
4
4
.7

人
※

1
月

末
現

在
の

情
報

に
て

設
定

・
サ

責
1
人

あ
た

り
:2

8
2
.2

時
間

・
C

M
1
人

あ
た

り
:4

0
.9

人

す
こ

と
で

、
安

定
し

た
経

営
を

図
る

。
統

合

区
事

業
所

や
在

宅
福

祉
部

の
役

割
も

含
め

た
あ

り
方

を
見

直
・
令

和
7
年

4
月

よ
り

東
・
中

・
熱

田
区

の
訪

問
介

・
令

和
7
年

4
月

に
、

東
・
中

・
熱

田
区

の
訪

問
介

護
事

業
部

門
を

「
中

区
介

護
保

険
事

業
所

」
に

護
事

業
部

門
の

中
区

へ
の

統
合

が
完

了

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
推

進
、

被
災

者
の

支
援

４
　

介
護

保
険

事
業

等
の

取
り

組
み

（
第

６
次

在
宅

福
祉

事
業

プ
ラ

ン
よ

り
抜

粋
）

個
別

事
業

計
画

数
値

目
標

の
明

確
化

事
業

所
及

び
在

宅
福

祉
部

の
あ

り
方

検
討

・
実

施

16



活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

み
の

検
討

を
進

め
る

。

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
多

職
種

と
の

連
携

を
強

化
し

要
な

取
り

組
み

の
検

討

に
、

制
度

で
は

対
応

で
き

な
い

ニ
ー

ズ
や

社
会

の
変

化
に

よ
り

資
格

取
得

対
応

が
必

要
な

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
柔

軟
に

対
応

で
き

る
取

り
組

・
各

区
で

必
要

な
取

り
組

み
の

実
施

認
知

症
や

一
人

暮
ら

し
の

お
客

様
が

増
加

し
て

い
く
な

か
、

多
・
生

活
応

援
サ

ー
ビ

ス
の

拡
充

及
び

対
応

が
必

・
職

員
2
名

が
ワ

ー
ク

サ
ポ

ー
ト

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

資
格

を
取

得
し

た
て

お
客

様
を

“
面

”
で

支
え

る
支

援
体

制
づ

く
り

を
行

う
と

と
も

・
職

員
の

ワ
ー

ク
サ

ポ
ー

ト
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
・
生

活
応

援
サ

ー
ビ

ス
活

用
事

例
集

を
作

成

IC
T
の

活
用

等
に

努
め

る
。

効
果

的
・
効

率
的

に
業

務
が

お
こ

な
え

る
よ

う
業

務
標

準
化

や
の

検
討

・
実

施
介

護
人

材
確

保
が

困
難

と
な

る
な

か
、

限
ら

れ
た

職
員

体
制

で
・
各

事
業

に
お

け
る

業
務

の
標

準
化

、
効

率
化

・
A

I要
約

ソ
フ

ト
「
n
o
m

an
」
の

利
用

促
進

の
た

め
の

支
援

（
業

者
に

よ
る

区
訪

問
等

）
を

実
施

・
業

務
効

率
化

に
よ

る
超

過
勤

務
の

削
減

サ
責

▲
1
8
.4

％
、

ケ
ア

マ
ネ

▲
2
7
.4

％
（
R

6
年

度
比

）

研
修

の
充

実
等

に
よ

る
「
育

成
」
に

努
め

る
。

喫
緊

の
課

題
と

い
わ

れ
て

い
る

訪
問

介
護

員
で

あ
る

「
な

ご
や

の
見

直
し

か
ス

タ
ッ

フ
」
の

「
確

保
」
、

職
員

が
「
定

着
」
で

き
る

環
境

づ
く
り

、
・
個

人
評

価
の

仕
組

み
の

導
入

検
討

年
々

減
少

の
一

途
を

た
ど

っ
て

い
る

職
員

、
特

に
、

国
か

ら
も

・
な

ご
や

か
ス

タ
ッ

フ
の

登
録

方
法

・
育

成
方

法
・
研

修
動

画
化

、
育

成
面

談
年

2
回

を
継

続
・
在

宅
福

祉
部

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
仕

事
内

容
や

職
員

の
紹

介
ペ

ー
ジ

を
作

成
・
個

人
評

価
の

仕
組

み
に

つ
い

て
令

和
8
年

度
か

ら
の

実
施

に
向

け
整

備
し

た

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

い
き

い
き

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

い
き

い
き

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

期
間

に
お

け
る

「
基

本
方

針
に

基
づ

く
重

点
的

な
取

り
組

み
」
で

あ
る

単
年

度
ご

と
に

各
セ

ン
タ

ー
が

作
成

す
る

目
標

シ
ー

ト
の

実
施

を
通

じ
て

、
引

き
続

き
名

古
屋

市
の

「
地

域
包

括
ケ

ア
の

推
進

」
の

中
心

的
役

割
を

担
う

。

市
内

１
７

か
所

の
い

き
い

き
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
1
3
か

所
の

分
【
会

議
】

室
に

つ
い

て
引

き
続

き
受

託
・
運

営
す

る
。

高
齢

者
の

総
合

的
・
セ

ン
タ

ー
長

会
（
年

3
回

）
な

相
談

窓
口

機
能

の
発

揮
、

認
知

症
地

域
支

援
体

制
づ

く
り

、
・
セ

ン
タ

ー
主

事
連

絡
会

（
年

2
回

）
地

域
ケ

ア
会

議
の

開
催

等
の

事
業

実
施

に
向

け
て

、
現

受
託

・
分

室
管

理
者

連
絡

会
（
年

1
回

）

【
会

議
】

・
セ

ン
タ

ー
長

会
の

開
催

（
年

3
回

）
4
/
2
1
、

8
/
1
、

1
/
3
0

・
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ニ

セ
ン

タ
ー

長
会

の
開

催
（
年

9
回

）
5
/
1
3
、

6
/
1
7
、

7
/
1
5
、

9
/
1
6
、

1
0
/
1
4
、

1
1
/
1
1
、

1
2
/
1
6
、

2
/
1
7
、

3
/
1
7

・
セ

ン
タ

ー
主

事
連

絡
会

の
開

催
（
年

2
回

）
　

8
/
2
8
・
1
/
2
7

・
分

室
管

理
者

連
絡

会
の

開
催

（
年

1
回

）
2
/
1
3

５
　

い
き

い
き

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

等
の

実
施

【
委

託
】

個
別

事
業

計
画

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
質

の
高

い
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

生
産

性
向

上
の

た
め

の
業

務
の

効
率

化

職
員

の
安

定
的

な
確

保
・
定

着
・
育

成
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

【
研

修
（
職

種
別

・
階

層
別

）
】

・
職

種
別

研
修

（
各

1
回

）
・
新

規
採

用
職

員
研

修
（
随

時
）

（
年

2
回

）

・
セ

ン
タ

ー
職

員
研

修
（
年

1
回

）

【
研

修
】

・
セ

ン
タ

ー
長

研
修

の
実

施
（
年

1
回

）
1
2
/
2

・
コ

ン
サ

ル
に

よ
る

セ
ン

タ
ー

長
個

別
面

談
・
新

規
採

用
専

門
職

員
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

（
R

7
.1

2
.1

0
～

R
8
.1

.9
）

・
職

種
別

研
修

の
実

施
・
専

門
職

員
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

（
年

1
回

）
介

護
予

防
マ

ネ
ジ

ャ
ー

研
修

連
絡

会
1
1
/
1
2

総
合

相
談

マ
ネ

ジ
ャ

ー
研

修
連

絡
会

1
/
2
8

地
域

包
括

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
研

修
連

絡
会

2
/
1
6

・
新

規
採

用
者

研
修

の
実

施
事

業
概

要
編

・
事

務
編

（
年

6
回

）
4
/
1
6
・
2
2
 、

6
/
5
・
6
、

 8
/
6
・
7
、

 1
0
/
7
.・

1
0
、

1
2
/
5
・
8
、

3
/
6
・
1
0

・
そ

の
他

7
/
1
7
(ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
演

習
)、

1
2
/
1
2
(中

堅
向

け
)

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

（
年

2
回

）
1
1
/
2
8
、

2
/
2
5

・
東

区
い

き
い

き
支

援
セ

ン
タ

ー
分

室
の

移
転

　
1
0
/
1
4

認
知

症
地

域
支

援
体

制
づ

く
り

推
進

事
業

向
け

た
支

援
体

制
の

構
築

、
医

療
と

介
護

の
連

携
強

化
及

び
地

域
に

お
け

る
支

援
体

制
の

構
築

を
図

る
。

ま
た

、
各

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

・
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
の

取
り

組
み

を
共

有
す

る
機

会
等

を
創

出
す

る
。

を
セ

ン
タ

ー
に

配
置

し
、

認
知

症
の

早
期

診
断

・
早

期
対

応
に

者
数

1
セ

ン
タ

ー
平

均
2
0
名

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

・
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
・
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
の

支
援

対
象

初
期

集
中

支
援

平
均

1
4
.5

名

援
事

業
業

及
び

第
1
号

介
護

予
防

支
援

事
業

を
行

う
。

満
足

度
9
0
％

以
上

介
護

予
防

支
援

事
業

及
び

第
1
号

介
護

予
防

支
要

支
援

者
・
事

業
対

象
者

に
対

し
て

指
定

介
護

予
防

支
援

事
・
各

セ
ン

タ
ー

利
用

者
満

足
度

調
査

　
利

用
結

果
・
各

セ
ン

タ
ー

利
用

者
満

足
度

調
査

利
用

結
果

満
足

度
9
6
％

（
大

い
に

満
足

・
満

足
の

割
合

）

い
き

い
き

支
援

セ
ン

タ
ー

事
務

局

の
企

画
・
実

施
、

そ
の

他
の

調
整

事
務

を
行

う
。

他
法

人
を

含
む

市
内

全
2
9
セ

ン
タ

ー
の

事
務

局
に

関
す

る
事

・
連

絡
会

（
月

1
回

）
業

を
受

託
し

、
円

滑
な

事
業

実
施

及
び

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た

・
い

き
い

き
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
向

け
研

修
め

、
連

絡
会

の
開

催
、

職
員

及
び

い
き

い
き

相
談

室
向

け
研

修
（
年

3
回

）
・
い

き
い

き
相

談
室

向
け

研
修

（
年

2
回

）

・
連

絡
会

の
開

催
（
年

1
0
回

）
　

※
8
月

休
会

、
1
0
月

は
資

料
送

付
の

み
・
職

員
向

け
研

修
の

実
施

（
年

3
回

）
7
/
1
4
、

1
0
/
2
4
、

2
/
2
7

・
い

き
い

き
相

談
室

向
け

研
修

の
実

施
（
年

2
回

）
8
/
1
8
、

2
/
1
3

学
び

合
い

実
習

等
を

実
施

す
る

。

各
い

き
い

き
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
事

業
推

進
社

協
が

受
託

す
る

い
き

い
き

支
援

セ
ン

タ
ー

１
７

セ
ン

タ
ー

に
配

・
見

守
り

支
援

員
等

連
絡

会
（
年

2
回

）
置

す
る

見
守

り
支

援
員

（
及

び
ス

タ
ッ

フ
）
の

連
絡

会
の

開
催

、
・
学

び
合

い
実

習
（
7
～

1
1
月

）
・
見

守
り

支
援

員
連

絡
会

の
開

催
（
年

2
回

）
、

5
/
3
0
、

1
/
2
7

・
学

び
合

い
実

習
の

実
施

(7
～

1
1
月

)

の
実

施
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。

見
守

り
支

援
員

研
修

・
電

話
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
各

い
き

い
き

支
援

セ
ン

タ
ー

に
配

置
す

る
見

守
り

支
援

員
及

び
・
支

援
員

研
修

（
年

4
回

）
電

話
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

、
円

滑
な

事
業

実
施

、
質

の
向

上
・
電

話
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
研

修
（
年

1
回

）
・
電

話
ボ

ラ
・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

（
年

2
回

）

・
支

援
員

研
修

の
実

施
（
年

4
回

）
5
/
2
8
、

9
/
1
0
、

1
2
/
1
2
、

3
/
6

・
電

話
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
研

修
の

実
施

（
年

1
回

）
9
/
5

・
電

話
ボ

ラ
・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

の
　

　
実

施
（
年

2
回

）
 1

1
/
7
、

3
/
3

高
齢

者
の

見
守

り
支

援
事

業
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

業

を
行

う
。

核
機

関
と

し
て

の
役

割
を

担
う

。

ん
し

ん
保

険
事

業
事

務
局

を
運

営
す

る
。

名
古

屋
市

認
知

症
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

市
域

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

の
構

築
と

し
て

、
い

き
い

き
・
市

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
支

援
セ

ン
タ

ー
に

配
置

さ
れ

る
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
、

認
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

養
成

研
修

1
回

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
員

に
対

す
る

支
援

、
認

知
症

カ
認

知
症

セ
ミ

ナ
ー

1
回

フ
ェ

の
開

設
・
運

営
支

援
、

キ
ャ

ラ
バ

ン
・
メ

イ
ト

の
養

成
や

チ
ー

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
と

の
会

議
6
回

ム
オ

レ
ン

ジ
の

活
動

支
援

、
若

年
性

認
知

症
者

に
関

す
る

支
援

・
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
の

活
動

支
援

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

の
支

援
や

広
報

誌
・
S
N

S
等

を
活

用
し

た
合

同
研

修
会

1
回

啓
発

を
行

い
、

市
医

師
会

や
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

と
の

・
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

員
の

活
動

支
援

合
同

研
修

会
1
回

認
知

症
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

、
な

ご
や

認
知

症
の

人
お

で
か

け
あ

・
広

報
啓

発
「
認

知
症

の
し

お
り

」
発

行
「
認

知
症

情
報

誌
W

IT
H

」
年

2
回

「
認

知
症

N
E
W

S
」
年

1
回

Y
o
u
T
u
be

、
X
（
T
w

it
te

r）
、

あ
ゆ

み
の

会
公

式
L
IN

E
運

営
等

・
若

年
認

知
症

相
談

支
援

事
業

本
人

・
家

族
交

流
会

1
2
回

相
談

担
当

職
員

研
修

１
回

、
講

演
会

1
回

自
立

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

1
回

・
当

事
者

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

の
支

援

　
認

知
症

カ
フ

ェ
セ

ミ
ナ

ー
1
回

・
認

知
症

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
の

運
営

険
事

業
の

実
施

事
務

局

・
市

域
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
キ

ャ
ラ

バ
ン

・
メ

イ
ト

養
成

研
修

7
/
2
5

認
知

症
セ

ミ
ナ

ー
2
/
2
6

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
と

の
会

議
6
回

・
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
の

活
動

支
援

研
修

会
4
回

、
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

員
と

の
研

修
会

4
回

、
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

員
と

の
合

同
研

修
会

1
回

・
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

員
の

活
動

支
援

連
携

な
ど

を
通

じ
て

、
市

域
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
の

中
研

修
会

3
回

、
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
と

の
研

修
会

3
回

、
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
と

の
合

同
研

修
会

1
回

・
広

報
啓

発
「
認

知
症

の
し

お
り

」
発

行
7
月

「
認

知
症

情
報

誌
W

IT
H

」
9
月

、
2
月

「
認

知
症

N
E
W

S
」
2
月

メ
ー

ル
マ

ガ
ジ

ン
、

Y
o
u
T
u
be

、
X

あ
ゆ

み
の

会
公

式
L
IN

E
運

営
等

・
若

年
認

知
症

相
談

支
援

事
業

本
人

家
族

交
流

会
1
2
回

相
談

担
当

職
員

研
修

9
/
2
9
、

講
演

会
2
/
1
4

自
立

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

6
/
2
6

・
当

事
者

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

活
動

の
支

援
・
認

知
症

ｶ
ﾌ
ｪの

開
設

・
運

営
助

成
の

事
務

局
・
認

知
症

ｶ
ﾌ
ｪの

開
設

・
運

営
助

成
の

事
務

局
・
認

知
症

カ
フ

ェ
セ

ミ
ナ

ー
1
0
/
2
9

・
認

知
症

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
の

運
営

8
5
5
件

・
な

ご
や

認
知

症
の

人
お

で
か

け
あ

ん
し

ん
保

・
な

ご
や

認
知

症
の

人
お

で
か

け
あ

ん
し

ん
保

険
事

業
の

受
付

事
務

局
3
,8

0
3
件

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

自
立

相
談

支
援

事
業

画
を

策
定

す
る

。
　

な
お

、
自

ら
相

談
に

訪
れ

る
こ

と
が

困
難

な
生

活
困

窮
者

に
も

対
応

す
る

た
め

、
関

係
機

関
、

地
域

住
民

等
と

の
連

携
の

推
進

、
訪

問
支

援
等

の
ｱ

ｳ
ﾄﾘ

ｰ
ﾁ
を

行
う

。

常
設

の
相

談
窓

口
を

開
設

し
、

生
活

困
窮

者
に

対
し

て
広

く
相

・
新

規
相

談
件

数
月

2
7
0
件

談
を

行
う

と
と

も
に

、
生

活
困

窮
者

が
抱

え
て

い
る

課
題

を
多

面
・
う

ち
新

規
来

所
面

接
相

談
件

数
月

1
3
5
件

的
に

把
握

し
、

そ
の

者
が

置
か

れ
て

い
る

状
況

や
本

人
の

意
・
新

規
訪

問
面

談
件

数
月

2
7
件

・
新

規
相

談
件

数
　

月
2
6
7
.5

件
・
う

ち
新

規
来

所
面

接
相

談
件

数
月

1
0
0
.1

件
思

を
十

分
に

確
認

し
た

上
で

、
対

象
者

ご
と

に
適

切
な

支
援

計
・
プ

ラ
ン

策
定

者
数

　
新

規
面

接
相

談
者

の
3
割

・
新

規
訪

問
面

談
件

数
　

月
2
1
.2

件
・
プ

ラ
ン

策
定

者
数

　
年

4
3
9
件

名
古

屋
市

認
知

症
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
【
委

託
】

名
古

屋
市

仕
事

・
暮

ら
し

自
立

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

名
駅

・
金

山
の

運
営

【
委

託
】
（
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

）

６
　

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
・

利
用

者
等

の
権

利
擁

護
の

推
進

個
別

事
業

計
画
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

就
労

準
備

支
援

事
業

て
、

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

本
人

の
状

況
に

応
じ

て
段

階
的

か
つ

一
貫

し
た

以
下

の
支

援
を

行
う

。
　

①
生

活
自

立
支

援
訓

練
：
定

時
に

起
床

・
出

勤
す

る
習

慣
付

け
や

挨
拶

・
言

葉
遣

い
な

ど
の

訓
練

　
②

社
会

自
立

支
援

訓
練

：
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
参

加
な

ど
に

よ
る

社
会

参
加

能
力

を
高

め
る

訓
練

　
③

就
労

自
立

支
援

訓
練

：
就

労
体

験
、

面
接

の
方

法
や

履
歴

書
の

書
き

方
な

ど
の

訓
練

直
ち

に
一

般
就

労
に

就
く
こ

と
が

困
難

な
生

活
困

窮
者

に
対

し
・
就

労
者

数
1
6
0
人

・
就

労
者

数
1
4
2
人

※
自

立
相

談
支

援
事

業
に

よ
る

就
労

支
援

事
業

及
び

生
活

保
護

受
給

者
等

就
労

自
立

促
進

事
業

に
よ

る
就

労
者

数

認
定

就
労

訓
練

事
業

の
推

進

認
定

就
労

訓
練

事
業

に
つ

い
て

、
受

入
事

業
所

の
開

拓
、

利
用

者
の

斡
旋

調
整

等
の

業
務

を
行

う
。

直
ち

に
一

般
就

労
に

就
く
こ

と
が

困
難

な
生

活
困

窮
者

が
、

企
・
就

労
訓

練
事

業
所

新
規

認
定

数
2
0
件

業
や

社
会

福
祉

法
人

等
に

お
い

て
支

援
付

き
の

就
労

を
行

う
・
就

労
訓

練
利

用
者

数
5
0
人

・
就

労
訓

練
事

業
所

新
規

認
定

数
1
3
件

・
就

労
訓

練
利

用
者

数
 2

5
人

家
計

改
善

支
援

事
業

て
、

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

家
計

収
支

の
改

善
や

家
計

管
理

能
力

を
高

め
る

た
め

の
支

援
を

行
う

。
　

ま
た

、
弁

護
士

や
司

法
書

士
に

よ
る

債
務

相
談

を
実

施
す

る
。

家
計

収
支

の
バ

ラ
ン

ス
が

崩
れ

て
い

る
生

活
困

窮
者

に
対

し
・
延

べ
利

用
者

数
1
3
0
人

・
延

べ
利

用
者

数
1
1
3
人

居
住

支
援

活
動

居
住

支
援

法
人

活
動

の
実

施
【
独

自
】

情
報

や
福

祉
制

度
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
等

に
関

す
る

情
報

を
総

合
的

に
提

供
す

る
と

と
も

に
、

入
居

中
の

生
活

相
談

や
、

福
祉

制
度

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
等

の
利

用
に

関
す

る
相

談
等

に
応

じ
る

。

住
宅

確
保

要
配

慮
者

等
に

対
し

て
、

民
間

住
宅

等
に

関
す

る
・
相

談
件

数
　

月
5
件

・
相

談
件

数
　

月
6
件

・
居

住
支

援
法

人
緊

急
連

絡
先

引
き

受
け

モ
デ

ル
事

業
1
件

等
へ

の
支

援
や

住
宅

確
保

要
配

慮
者

へ
の

入
居

等
の

支
援

を
通

じ
て

、
関

係
者

に
よ

る
居

住
支

援
活

動
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

進
め

る
。

居
住

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
事

業
の

運
営

【
委

託
】

入
居

ト
ラ

ブ
ル

等
を

抱
え

た
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
住

宅
等

の
大

家
・
相

談
件

数
　

月
3
8
件

・
新

規
相

談
件

数
 　

月
6
9
件

・
緊

急
連

絡
先

確
保

支
援

事
業

9
件

・
居

住
支

援
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
1
1
/
1
4
）

相
談

事
業

す
る

相
談

を
実

施
す

る
。

(1
)職

員
に

よ
る

生
活

相
談

：
随

時
(2

)弁
護

士
に

よ
る

法
律

相
談

：
週

2
回

（
水

・
金

）

・
法

律
相

談
件

数
4
8
件

（
週

1
件

程
度

）
障

害
者

及
び

認
知

症
高

齢
者

の
権

利
侵

害
や

財
産

管
理

に
関

・
生

活
相

談
件

数
2
6
,0

0
0
件

（
月

2
,1

5
0
件

程
度

）
・
生

活
相

談
件

数
2
7
,8

5
7
件

（
月

平
均

2
,3

2
2
件

）
・
法

律
相

談
件

数
1
9
件

金
銭

管
理

・
財

産
保

全
サ

ー
ビ

ス

ち
の

方
に

対
し

て
契

約
に

基
づ

き
金

銭
の

管
理

や
大

切
な

財
産

を
安

全
に

お
預

り
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

。

知
的

障
害

者
、

精
神

障
害

者
及

び
認

知
症

高
齢

者
な

ど
判

断
・
新

規
契

約
者

2
8
2
件

能
力

が
不

十
分

な
方

で
、

日
常

の
金

銭
管

理
に

不
安

を
お

持
・
継

続
契

約
者

1
,4

9
5
件

程
度

（
年

度
末

）
・
新

規
契

約
者

3
1
0
件

・
継

続
契

約
者

1
,5

2
7
件

（
年

度
末

）

生
活

援
助

員
養

成
・
育

成

助
員

の
資

質
向

上
を

図
る

。

金
銭

管
理

サ
ー

ビ
ス

の
担

い
手

で
あ

る
生

活
援

助
員

を
養

成
・
生

活
援

助
員

養
成

研
修

（
年

1
回

）
す

る
研

修
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
現

在
雇

用
し

て
い

る
生

活
援

　
受

講
者

数
4
5
名

、
新

規
雇

用
者

数
4
0
名

・
生

活
援

助
員

現
任

研
修

（
年

2
回

）

・
生

活
援

助
員

養
成

研
修

の
実

施
（
年

1
回

）
受

講
者

4
2
名

、
新

規
雇

用
者

3
2
名

・
生

活
援

助
員

現
任

研
修

の
実

施
（
年

1
回

）
参

加
者

7
4
名

障
害

者
・
高

齢
者

権
利

擁
護

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
補

助
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

支
援

機
関

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
支

援

ア
ッ

プ
支

援
を

行
う

。
(1

)弁
護

士
ま

た
は

司
法

書
士

に
よ

る
専

門
相

談
(2

)職
員

に
よ

る
一

般
相

談
(3

)区
チ

ー
ム

会
議

を
通

じ
た

相
談

支
援

機
関

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

支
援

成
年

後
見

制
度

に
関

す
る

専
門

相
談

及
び

相
談

高
齢

者
や

障
害

者
、

ま
た

は
そ

の
親

族
や

支
援

者
等

に
対

し
・
専

門
相

談
件

数
4
8
件

（
週

1
件

程
度

）

の
活

用
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
相

談
支

援
機

関
等

の
バ

ッ
ク

・
区

チ
ー

ム
会

議
の

出
席

4
8
回

（
月

4
回

）

・
専

門
相

談
2
5
件

て
成

年
後

見
制

度
に

関
す

る
相

談
を

実
施

し
、

成
年

後
見

制
度

・
一

般
相

談
件

数
1
,4

4
0
件

（
月

1
2
0
件

程
度

）
・
一

般
相

談
2
,0

5
0
件

・
区

チ
ー

ム
会

議
　

延
べ

9
6
回

成
年

後
見

制
度

に
関

す
る

広
報

・
啓

発

行
う

。
ま

た
、

職
員

の
講

師
派

遣
を

積
極

的
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
福

祉
関

係
者

  
  
向

け
の

研
修

を
開

催
す

る
。

成
年

後
見

あ
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

及
び

成
年

後
見

制
度

、
市

民
後

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
数

3
,5

0
0
部

見
人

に
つ

い
て

広
く
市

民
に

対
し

て
広

報
・
周

知
す

る
た

め
の

・
専

門
相

談
チ

ラ
シ

配
布

数
2
,4

0
0
部

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

作
成

し
、

相
談

者
や

関
係

機
関

等
へ

配
布

・
職

員
講

師
派

遣
4
0
件

以
上

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
積

極
的

な
情

報
提

供
を

・
福

祉
関

係
者

向
け

研
修

3
回

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
数

3
,5

0
0
部

・
専

門
相

談
チ

ラ
シ

配
布

数
2
,4

0
0
部

・
職

員
講

師
派

遣
5
5
件

・
福

祉
関

係
者

向
け

研
修

の
実

施
6
回

・
成

年
後

見
活

用
講

座
の

開
催

（
社

会
福

祉
士

会
と

共
催

）
1
回

任
調

整
、

後
見

活
動

へ
の

支
援

・
監

督

う
。

ま
た

、
市

民
後

見
人

サ
ポ

ー
ト

委
員

会
を

設
置

し
、

市
民

後
見

人
の

受
任

調
整

や
専

門
的

な
助

言
を

行
う

。

市
民

後
見

人
候

補
者

バ
ン

ク
の

設
置

・
運

営
、

受
市

民
後

見
人

候
補

者
バ

ン
ク

登
録

者
に

対
し

、
受

任
に

備
え

て
・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

、
受

任
者

研
修

4
回

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
や

生
活

援
助

員
及

び
法

人
後

見
支

援
・
バ

ン
ク

登
録

後
の

実
習

体
験

員
、

施
設

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

実
習

体
験

を
実

施
す

る
ほ

か
、

・
バ

ン
ク

登
録

者
に

よ
る

広
報

活
動

5
回

市
民

後
見

人
N

E
W

S
の

発
行

を
通

じ
た

情
報

提
供

を
行

う
。

市
・
市

民
後

見
人

N
E
W

S
の

発
行

3
回

民
後

見
人

受
任

者
に

対
し

て
は

、
受

任
者

研
修

や
受

任
者

サ
・
受

任
者

サ
ロ

ン
4
回

ロ
ン

の
開

催
、

市
民

後
見

人
の

活
動

の
個

別
支

援
・
監

督
を

行
・
市

民
後

見
人

サ
ポ

ー
ト

相
談

　
随

時
・
新

規
受

任
調

整
1
2
件

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

・
受

任
者

研
修

の
実

施
4

回 ・
バ

ン
ク

登
録

者
の

広
報

啓
発

活
動

1
回

・
市

民
後

見
人

N
E
W

S
の

発
行

3
回

・
受

任
者

サ
ロ

ン
の

開
催

3
回

・
市

民
後

見
人

ミ
ニ

勉
強

会
の

開
催

1
回

・
新

規
受

任
調

整
3
件

市
長

申
立

て
事

務
等

の
た

め
に

区
役

所
等

が
行

う
市

長
申

立
て

に
関

す
る

一
部

事
務

を
行

う
。

後
見

制
度

の
利

用
の

必
要

な
方

で
、

か
つ

身
寄

り
の

な
い

方
・
市

長
申

立
月

1
0
件

程
度

の
対

応
・
市

長
申

立
事

務
依

頼
7
5
件

法
人

後
見

活
動

の
支

援

交
流

会
や

研
修

、
法

人
後

見
の

設
立

支
援

を
行

う
。

名
古

屋
市

に
お

け
る

後
見

等
の

業
務

を
適

正
に

行
う

こ
と

が
で

・
研

修
会

2
回

き
る

法
人

後
見

の
活

動
を

推
進

す
る

た
め

、
法

人
後

見
団

体
の

・
法

人
後

見
設

立
支

援
　

随
時

・
研

修
会

の
開

催
2
回

（
法

人
後

見
団

体
研

修
・

活
用

講
座

（
団

体
間

の
交

流
を

含
む

）
）

親
族

後
見

人
等

の
活

動
支

援
・
相

談
対

応

に
、

本
人

・
親

族
を

対
象

と
し

た
制

度
及

び
申

立
手

続
き

に
つ

い
て

の
説

明
会

、
親

族
後

見
人

の
た

め
の

相
談

会
を

開
催

す
る

。

中
核

機
関

に
期

待
さ

れ
る

親
族

後
見

人
等

の
支

援
の

た
め

・
親

族
の

た
め

の
申

立
手

続
き

説
明

会
4
回

に
、

親
族

後
見

人
と

セ
ン

タ
ー

が
関

わ
り

を
持

つ
こ

と
を

目
的

・
親

族
後

見
人

の
た

め
の

相
談

会
4
回

・
申

立
手

続
き

説
明

会
の

開
催

4
回

 7
7
名

・
親

族
後

見
人

の
た

め
の

相
談

会
の

開
催

6
回

権
利

擁
護

支
援

協
議

会
の

運
営

協
議

、
地

域
の

「
チ

ー
ム

」
へ

の
支

援
等

を
通

じ
て

把
握

し
た

地
域

課
題

の
情

報
共

有
や

支
援

策
の

検
討

を
行

う
。

【
協

議
会

委
員

：
1
4
名

、
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
：
名

古
屋

家
庭

裁
判

所
】

専
門

職
団

体
や

関
係

機
関

に
よ

る
「
協

議
会

」
に

お
い

て
、

構
・
協

議
会

1
回

成
団

体
間

の
連

携
強

化
、

中
核

機
関

の
取

り
組

み
に

関
す

る
・
部

会
　

随
時

開
催

・
協

議
会

の
開

催
1
回

・
身

寄
り

の
な

い
人

の
生

活
支

援
検

討
部

会
の

開
催

3
回

成
年

後
見

あ
ん

し
ん

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
委

託
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

管
理

や
身

上
保

護
等

を
行

う
。

認
知

症
高

齢
者

、
知

的
障

害
者

及
び

精
神

障
害

者
等

の
判

断
・
法

人
後

見
受

任
件

数
　

計
6
0
件

で
き

る
よ

う
に

、
本

会
が

法
人

の
成

年
後

見
人

等
と

し
て

財
産

見
人

等
へ

の
訪

問
（
月

1
回

以
上

）

・
法

人
後

見
等

受
任

件
数

4
5
件

（
累

計
1
0
7
件

）
能

力
が

不
十

分
な

方
々

が
安

心
し

て
地

域
で

生
活

す
る

こ
と

が
・
職

員
ま

た
は

法
人

後
見

支
援

員
に

よ
る

被
後

・
被

後
見

人
等

へ
の

訪
問

実
績

5
0
2
回

古
屋

市
あ

ん
し

ん
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
事

業
」
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
関

連
す

る
取

り
組

み
等

と
連

携
し

総
合

的
な

事
業

展
開

を
図

り
ま

す
。

骨
、

死
後

の
債

務
の

支
払

い
、

残
存

家
財

処
分

等
を

行
う

契
約

自
宅

訪
問

）
に

よ
る

孤
立

防
止

の
推

進
を

締
結

す
る

こ
と

で
、

安
心

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
　

　
電

話
延

べ
件

数
2
,5

0
0
件

支
援

す
る

「
な

ご
や

か
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
事

業
」
及

び
「
名

　
　

訪
問

延
べ

件
数

4
5
0
件

単
身

等
で

自
身

の
死

後
に

不
安

を
抱

え
る

高
齢

者
と

葬
儀

・
納

・
見

守
り

（
月

1
回

の
電

話
及

び
半

年
に

1
回

の
・
な

ご
や

か
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
事

業
　

　
新

規
契

約
者

数
1
0
名

（
累

計
1
7
8
名

）
　

　
相

談
延

べ
件

数
5
6
件

　
　

終
了

者
数

1
3
名

（
累

計
 2

1
名

）
　

　
見

守
り

・
安

否
確

認
延

べ
件

数
1
,8

9
3
件

・
あ

ん
し

ん
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
サ

ポ
ー

ト
事

業
　

　
新

規
契

約
者

数
6
名

（
累

計
3
2
名

）
　

　
相

談
延

べ
件

数
5
9
1
件

　
　

終
了

者
数

1
名

（
累

計
1
名

）
　

　
見

守
り

・
安

否
確

認
延

べ
件

数
3
7
1
件

高
齢

者
虐

待
相

談
事

業

談
を

実
施

す
る

。
を

受
け

る
ほ

か
、

専
門

家
に

よ
る

法
律

相
談

及
び

こ
こ

ろ
の

相
所

で
の

相
談

を
受

け
る

ほ
か

、
専

門
家

に
よ

る
法

律
相

談
及

び
こ

こ
ろ

の
相

談
を

実
施

す
る

。

高
齢

者
本

人
や

そ
の

家
族

等
か

ら
、

電
話

や
来

所
で

の
相

談
高

齢
者

本
人

や
そ

の
家

族
等

か
ら

、
電

話
や

来
・
相

談
延

件
数

5
1
1
件

高
齢

者
虐

待
相

談
研

修
事

業

術
に

関
す

る
研

修
及

び
演

習
を

行
う

。

高
齢

者
虐

待
の

受
理

機
関

職
員

や
保

健
福

祉
従

事
者

を
対

象
・
受

理
機

関
向

け
研

修
　

年
3
回

き
い

き
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

）

・
研

修
の

開
催

年
3
回

に
、

高
齢

者
虐

待
に

対
応

す
る

う
え

で
必

要
と

な
る

知
識

や
技

・
保

健
福

祉
従

事
者

向
け

研
修

　
年

2
～

3
回

（
い

（
研

修
参

加
者

満
足

度
9
8
.6

％
）

・
虐

待
防

止
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
研

修
の

実
施

年
7
回

高
齢

者
虐

待
防

止
啓

発
事

業

配
布

や
講

演
会

等
を

実
施

す
る

。
の

研
修

会
等

へ
講

師
と

し
て

出
向

く
ほ

か
、

啓
発

チ
ラ

シ
等

の
・
講

演
会

開
催

（
施

設
職

員
向

け
1
回

）

義
（
年

間
5
回

、
障

害
と

合
同

）
・
啓

発
資

料
の

配
布

高
齢

者
虐

待
防

止
に

向
け

て
、

セ
ン

タ
ー

職
員

が
各

機
関

主
催

・
他

機
関

主
催

研
修

等
へ

の
講

師
派

遣
1
5
回

・
他

機
関

主
催

研
修

等
へ

の
講

師
派

遣
1
4
回

・
講

演
会

の
開

催
（
民

生
委

員
対

象
1
回

）
・
社

会
福

祉
研

修
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

講
・
社

会
福

祉
研

修
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

講
義

の
開

催
（
年

間
6
回

、
障

害
と

合
同

）
・
事

業
者

向
け

啓
発

資
料

の
配

布

高
齢

者
虐

待
防

止
調

査
研

究
事

業
困

難
事

例
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

内
容

を
検

証
し

、
相

談
対

応
に

活
か

す
。

高
齢

者
虐

待
防

止
に

向
け

、
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
が

関
わ

っ
た

・
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
委

員
会

　
年

1
回

・
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
委

員
会

の
開

催
：
半

期
毎

の
随

意
契

約
更

新
に

伴
い

未
実

施
。

・
他

機
関

主
催

研
修

等
へ

の
参

加
4
回

（
障

害
と

重
複

あ
り

）

障
害

者
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
【
委

託
】

障
害

者
虐

待
相

談
事

業
談

を
受

け
る

ほ
か

、
専

門
家

に
よ

る
法

律
相

談
及

び
こ

こ
ろ

の
相

談
を

行
う

。

障
害

者
本

人
や

そ
の

家
族

等
か

ら
、

電
話

又
は

来
所

で
の

相
・
相

談
延

件
数

4
0
0
件

・
相

談
延

件
数

6
0
2
件

障
害

者
虐

待
相

談
研

修
事

業

術
に

関
す

る
研

修
及

び
演

習
を

行
う

。

障
害

者
虐

待
の

受
付

機
関

職
員

や
保

健
福

祉
従

事
者

を
対

象
・
受

付
機

関
向

け
研

修
　

年
3
回

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

）

・
研

修
の

実
施

年
3
回

に
、

障
害

者
虐

待
に

対
応

す
る

う
え

で
必

要
と

な
る

知
識

や
技

・
保

健
福

祉
従

事
者

向
け

研
修

　
年

2
～

3
回

（
基

（
研

修
参

加
者

満
足

度
 9

9
.2

％
）

・
虐

待
防

止
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
研

修
の

実
施

年
7
回

高
齢

者
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
【
委

託
】

法
人

後
見

セ
ン

タ
ー

な
ご

や
か

ぽ
ー

と
の

運
営

【
独

自
】

エ
ン

デ
ィ

ン
グ

サ
ポ

ー
ト

事
業

の
実

施
【
一

部
委

託
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

障
害

者
虐

待
防

止
啓

発
事

業

布
や

講
演

会
等

を
実

施
す

る
。

の
研

修
会

等
へ

講
師

と
し

て
出

向
く
ほ

か
、

啓
発

チ
ラ

シ
の

配
・
講

演
会

開
催

（
施

設
職

員
向

け
1
回

）

義
（
年

間
5
回

、
高

齢
と

合
同

）
・
啓

発
資

料
の

配
布

障
害

者
虐

待
防

止
に

向
け

て
、

セ
ン

タ
ー

職
員

が
各

機
関

主
催

・
他

機
関

主
催

研
修

等
へ

の
講

師
派

遣
1
5
回

・
他

機
関

主
催

研
修

等
へ

の
講

師
派

遣
1
0
回

・
講

演
会

の
開

催
（
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

・
社

会
福

祉
研

修
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

講
等

職
員

対
象

1
回

、
民

生
委

員
対

象
1
回

）
・
社

会
福

祉
研

修
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

講
義

（
年

間
7
回

、
一

部
、

高
齢

と
合

同
）

・
事

業
者

向
け

啓
発

資
料

の
配

布

障
害

者
虐

待
防

止
調

査
研

究
事

業
困

難
事

例
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

内
容

を
検

証
し

、
相

談
対

応
に

活
か

す
。

障
害

者
虐

待
防

止
に

向
け

、
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
が

関
わ

っ
た

・
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
委

員
会

　
年

1
回

・
虐

待
相

談
セ

ン
タ

ー
委

員
会

の
開

催
：
半

期
毎

の
随

意
契

約
更

新
に

伴
い

未
実

施
。

・
他

機
関

主
催

研
修

等
へ

の
参

加
1
0
回

（
高

齢
と

重
複

あ
り

）

障
害

者
差

別
相

談
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
【
委

託
】

相
談

を
受

付
け

、
状

況
に

応
じ

て
現

地
調

査
・
事

実
確

認
を

行
い

、
差

別
の

解
消

に
向

け
た

調
整

を
行

う
。

障
害

者
差

別
に

関
す

る
相

談
、

調
査

及
び

調
整

障
害

者
本

人
や

そ
の

家
族

、
事

業
者

等
か

ら
、

差
別

に
関

す
る

・
相

談
受

付
実

件
数

　
年

3
0
0
件

・
相

談
受

付
実

件
数

　
年

3
4
4
件

（
内

、
差

別
相

談
3
4
件

）

職
員

を
対

象
に

、
障

害
者

差
別

に
対

応
す

る
上

で
必

要
と

な
る

知
識

や
技

術
に

関
す

る
研

修
及

び
演

習
を

行
う

。

障
害

者
差

別
相

談
窓

口
従

事
職

員
向

け
研

修
地

域
の

相
談

窓
口

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

区
役

所
・
支

・
研

修
開

催
　

年
4
回

所
、

保
健

セ
ン

タ
ー

、
障

害
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

・
研

修
参

加
者

満
足

度
9
0
％

以
上

・
研

修
の

開
催

　
年

4
回

(内
、

1
回

は
事

業
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

の
聴

講
)

・
研

修
参

加
者

満
足

度
9
7
％

啓
発

な
ど

の
理

解
を

促
す

。

障
害

者
差

別
解

消
の

推
進

を
目

的
と

し
た

広
報

障
害

当
事

者
や

一
般

市
民

、
民

間
事

業
者

、
福

祉
関

係
者

等
・
出

前
講

座
の

実
施

　
年

4
0
回

に
向

け
て

実
施

す
る

講
座

や
講

演
会

、
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
や

・
市

民
向

け
講

演
会

の
開

催
　

年
1
回

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

様
々

な
機

会
を

通
じ

て
、

障
害

者
差

別
解

・
事

業
所

向
け

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

年
1
回

消
法

や
条

例
の

理
解

や
差

別
相

談
セ

ン
タ

ー
の

機
能

や
役

割
・
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
の

発
行

　
年

2
回

・
駅

内
広

告
（
デ

ジ
タ

ル
広

告
）
等

の
掲

示

・
出

前
講

座
の

実
施

年
2
7
回

・
市

民
向

け
講

演
会

の
開

催
1
回

・
事

業
所

向
け

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
1
回

・
セ

ン
タ

ー
ニ

ュ
ー

ス
の

発
行

1
回

・
地

下
鉄

車
内

モ
ニ

タ
ー

広
告

の
掲

示
1
回

（
R

7
.1

2
.1

～
1
2
.7

）

名
古

屋
市

障
害

者
雇

用
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

障
害

者
就

労
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
【
補

助
】

れ
ぞ

れ
の

障
害

特
性

を
踏

ま
え

た
雇

用
管

理
に

つ
い

て
の

助
言

を
行

う
。

併
せ

て
、

地
域

の
障

害
者

就
労

支
援

機
関

等
社

会
資

源
と

の
連

携
・
協

働
の

仕
組

み
づ

く
り

を
図

り
、

障
害

者
が

自
立

で
き

る
地

域
づ

く
り

を
目

指
す

。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

へ
の

同
行

な
ど

就
職

活
動

の
支

援
、

生
活

習
慣

・
新

規
登

録
者

1
0
0
名

に
関

す
る

助
言

、
就

職
を

希
望

す
る

障
害

者
、

あ
る

い
は

在
職

・
就

職
者

3
0
名

中
の

障
害

者
が

抱
え

る
就

労
及

び
日

常
生

活
上

の
課

題
に

対
・
定

着
率

（
就

職
後

１
年

経
過

）
8
0
％

以
上

す
る

相
談

・
支

援
を

一
体

的
に

行
う

ほ
か

、
企

業
に

対
し

て
そ

・
初

回
相

談
件

数
1
5
0
件

・
新

規
登

録
者

9
3
名

の
形

成
・
健

康
管

理
・
金

銭
管

理
な

ど
日

常
生

活
の

自
己

管
理

・
障

害
者

に
対

す
る

相
談

・
支

援
件

数
6
,5

2
5
件

・
障

が
い

者
に

対
す

る
相

談
・
支

援
件

数
4
,8

0
3

件 ・
就

職
者

6
4
名

・
定

着
率

（
就

職
後

１
年

経
過

）
7
3
％

・
初

回
相

談
件

数
1
2
5
件
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

【
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
】
【
独

自
】

就
労

移
行

支
援

事
業

・
就

労
定

着
支

援
事

業
指

定
就

労
移

行
支

援
事

業
（
定

員
2
0
名

）
と

し
て

、
就

職
を

希
望

＜
就

労
移

行
＞

準
備

講
座

・
土

曜
生

活
支

援
講

座
、

職
場

見
学

や
実

習
、

面
接

関
へ

の
営

業
活

動
を

積
極

的
に

実
施

同
行

な
ど

就
職

活
動

の
支

援
及

び
就

職
後

の
職

場
訪

問
・
個

・
平

均
利

用
人

数
1
2
名

/
1
日

別
面

談
な

ど
に

よ
る

職
場

定
着

支
援

を
半

年
間

実
施

す
る

。
・
年

間
就

職
者

1
0
名

以
上

て
、

就
職

後
3
年

6
ヶ

月
ま

で
職

場
環

境
改

善
等

定
着

支
援

を
上

実
施

す
る

と
と

も
に

、
就

職
後

6
年

6
ヶ

月
ま

で
は

就
労

状
況

の
＜

就
労

定
着

＞
確

認
を

継
続

し
て

い
く
。

そ
の

後
も

課
題

が
残

る
利

用
者

に
つ

・
月

平
均

利
用

者
2
5
名

以
上

い
て

は
、

課
題

を
整

理
し

就
労

支
援

セ
ン

タ
ー

に
引

き
継

ぐ
。

・
定

着
率

（
年

度
末

時
点

）
9
0
％

以
上

・
サ

ー
ビ

ス
終

了
者

も
気

軽
に

相
談

で
き

る
機

会
づ

く
り

＜
就

労
移

行
＞

す
る

障
害

者
に

対
す

る
、

模
擬

職
場

で
の

作
業

訓
練

や
就

労
・
利

用
者

確
保

の
た

め
に

広
報

活
動

・
関

係
機

・
平

均
利

用
人

数
9
.4

名
/
1
日

・
就

職
者

（
一

般
就

労
）
3
名

・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
費

収
入

2
4
6
.5

万
円

/
月

（
平

均
）

就
職

か
ら

6
ヶ

月
経

過
後

は
、

指
定

就
労

定
着

支
援

事
業

と
し

・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
費

収
入

3
3
0
万

円
/
月

以
＜

就
労

定
着

＞
・
月

平
均

利
用

者
2
0
.2

名
・
定

着
率

（
年

度
末

時
点

）
8
2
.7

％
・
平

日
サ

ロ
ン

「
あ

す
c
af

é
」
の

実
施

6
回

、
土

曜
日

サ
ロ

ン
の

実
施

4
回

の
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

る
。

主
に

本
会

の
第

2
号

会
員

（
社

会
福

祉
施

設
・
事

業
者

）
の

苦
情

・
苦

情
調

整
委

員
会

1
2
回

解
決

の
仕

組
み

に
お

け
る

共
同

設
置

型
の

第
三

者
委

員
と

し
・
苦

情
相

談
事

業
研

修
会

2
回

て
施

設
へ

の
苦

情
・
相

談
を

受
け

付
け

、
調

査
及

び
助

言
等

の
・
研

修
会

で
の

内
容

満
足

度
9
0
％

以
上

実
施

や
苦

情
調

整
委

員
会

で
の

審
議

等
に

よ
り

、
会

員
施

設
・
セ

ン
タ

ー
通

信
発

行
3
回

・
相

談
件

数
1
7
6
件

（
申

立
2
6
件

、
相

談
1
5
0
件

、
施

設
相

談
1
7
件

）
・
苦

情
調

整
委

員
会

の
開

催
1
2
回

・
施

設
訪

問
相

談
事

業
の

実
施

　
4
回

（
訪

問
調

査
4
回

、
話

合
い

立
会

0
回

）
・
サ

ポ
ー

ト
く
ん

1
2
回

・
苦

情
相

談
事

業
研

修
会

の
実

施
2
回

①
8
/
2
5
　

参
加

3
7
名

内
容

理
解

度
1
0
0
％

（
回

答
率

9
7
％

）
②

2
/
3
　

参
加

3
4
名

　
内

容
理

解
度

9
7
％

（
回

答
率

1
0
0
％

）
・
セ

ン
タ

ー
通

信
の

発
行

3
回

　
（
7
月

、
1
1
月

、
2
月

）
・
事

業
報

告
書

の
発

行
7
月

図
る

。

極
的

に
取

り
入

れ
る

。

社
会

福
祉

施
設

経
営

者
・
施

設
長

を
対

象
に

、
施

設
経

営
・
運

・
年

3
回

営
に

関
わ

る
諸

課
題

を
テ

ー
マ

と
し

て
、

必
要

な
知

識
、

最
新

・
施

設
部

会
委

員
会

と
連

携

議
会

と
共

催
実

施

・
第

１
回

（
7
/
2
4
 オ

ン
ラ

イ
ン

）
参

加
者

7
6
名

 満
足

度
9
6
%

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
管

理
者

と
し

て
の

自
己

研
鑽

を
・
名

古
屋

私
立

保
育

園
連

盟
、

名
古

屋
市

社
会

・
第

２
回

（
1
0
/
2
7
 集

合
）

的
養

育
施

設
協

議
会

、
愛

知
県

・
名

古
屋

市
母

参
加

者
7
2
名

 満
足

度
9
9
%

な
お

、
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

、
対

象
者

の
参

加
し

や
す

い
方

法
を

積
子

施
設

連
盟

、
名

古
屋

市
知

的
障

害
者

福
祉

施
・
第

3
回

（
1
/
2
7
 集

合
）

設
連

絡
協

議
会

、
名

古
屋

市
老

人
福

祉
施

設
協

参
加

者
4
8
名

 満
足

度
1
0
0
%

て
経

費
を

助
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

会
員

と
し

て
の

還
元

を
行

う
と

と
も

に
、

組
織

力
や

提
供

す
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
貢

献
す

る
。

本
会

の
第

2
号

会
員

で
あ

る
施

設
等

が
自

ら
行

う
研

修
に

対
し

・
総

額
1
0
0
万

円
・
総

額
1
0
2
万

7
千

円
（
全

2
2
施

設
）

社
会

福
祉

研
修

セ
ン

タ
ー

の
運

営
【
委

託
】

任
研

修
障

害
の

理
解

を
目

的
と

し
た

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
現

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

で
従

事
し

て
い

る
者

（
介

護
福

祉
士

、

め
る

研
修

を
実

施
す

る
。

・
定

員
充

足
率

8
0
%
以

上
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

等
）
を

対
象

に
、

障
害

特
性

等
の

理
解

を
深

・
受

講
者

満
足

度
8
0
%
以

上
・
1
回

実
施

（
3
日

間
 対

面
）

・
修

了
者

数
1
8
名

・
定

員
充

足
率

5
1
.4

％
・
受

講
者

満
足

度
1
0
0
％

福
祉

サ
ー

ビ
ス

苦
情

相
談

事
業

【
独

自
】

経
営

者
・
施

設
長

セ
ミ

ナ
ー

【
一

部
補

助
】

施
設

独
自

研
修

支
援

事
業

【
独

自
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

者
研

修
小

規
模

多
機

能
型

サ
ー

ビ
ス

等
計

画
作

成
担

当
の

充
実

に
資

す
る

。
認

知
症

対
応

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
管

理
者

研
修

種
研

修
を

受
託

実
施

す
る

こ
と

で
、

認
知

症
対

応
型

サ
ー

ビ
ス

1
回

2
回

当
者

研
修

2
回

・
受

講
者

満
足

度
8
0
%
以

上

認
知

症
対

応
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

開
設

者
研

修
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
の

指
定

要
件

に
該

当
す

る
各

・
認

知
症

対
応

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
開

設
者

研
修

①
開

設
者

研
修

・
1
回

実
施

（
対

面
）

・
認

知
症

対
応

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
管

理
者

研
修

・
修

了
者

数
6
名

・
受

講
者

満
足

度
8
6
.6

％
・
小

規
模

多
機

能
型

サ
ー

ビ
ス

等
計

画
作

成
担

②
管

理
者

研
修

・
2
回

実
施

（
2
日

間
ず

つ
 対

面
）

・
修

了
者

数
4
3
名

・
受

講
者

満
足

度
8
4
.6

％
③

計
画

作
成

担
当

者
研

修
・
2
回

実
施

（
2
日

間
ず

つ
 対

面
）

・
修

了
者

数
2
5
名

・
受

講
者

満
足

度
8
7
.7

％

責
任

者
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

【
愛

知
県

社
協

と
共

催
・
共

管
】

で
従

事
す

る
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

・
児

童
発

達
支

援
管

理
責

任
者

を
対

象
に

、
自

ら
の

業
務

を
振

り
返

り
、

確
認

・
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
的

と
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。
本

研
修

の
実

施
主

体
は

名
古

屋
市

及
び

愛
知

県
で

、
そ

れ
ぞ

れ
本

会
及

び
愛

知
県

社
協

が
受

託
し

、
共

催
・
共

管
で

実
施

す
る

。

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
・
児

童
発

達
支

援
管

理
名

古
屋

市
及

び
愛

知
県

内
の

障
害

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

・
受

講
者

満
足

度
8
0
%
以

上
・
1
回

実
施

（
2
日

間
 う

ち
1
日

 オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

、
1
日

対
面

）
・
受

講
者

数
8
7
名

（
う

ち
市

内
2
1
名

）
・
定

員
充

足
率

4
2
％

・
受

講
者

満
足

度
9
8
.8

％

介
護

職
員

等
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

研
修

施
）

介
護

保
険

事
業

所
等

で
従

事
す

る
職

員
を

対
象

に
、

職
務

に
・
定

員
充

足
率

8
0
％

以
上

必
要

な
知

識
・
技

能
を

身
に

つ
け

、
仕

事
に

対
す

る
不

安
の

解
・
理

解
度

・
役

立
ち

度
8
0
%
以

上

護
保

険
事

業
者

連
絡

研
究

会
と

の
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

り
実

継
続

受
託

を
目

指
す

・
3
5
回

実
施

（
う

ち
2
0
回

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
延

べ
申

込
者

数
1
,5

6
9
名

消
や

能
力

向
上

に
資

す
る

研
修

を
実

施
す

る
。

（
名

古
屋

市
介

・
次

期
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
に

向
け

て
の

準
備

を
し

、
・
延

べ
受

講
者

数
1
,2

9
2
名

・
定

員
充

足
率

6
5
.1

％
・
理

解
度

・
役

立
ち

度
1
0
0
％

高
齢

・
障

害
福

祉
職

員
研

修

を
図

る
。

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
、

障
害

・
定

員
充

足
率

　
8
0
％

以
上

児
通

所
支

援
事

業
所

等
に

所
属

す
る

職
員

に
対

し
、

幅
広

い
・
理

解
度

・
役

立
ち

度
　

8
0
%
以

上

る
こ

と
に

よ
り

、
職

員
の

資
質

の
向

上
と

利
用

者
の

処
遇

向
上

名
介

研
へ

運
営

を
引

継
ぐ

・
7
5
回

実
施

（
う

ち
1
5
回

オ
ン

ラ
イ

ン
）

・
延

べ
申

込
者

数
6
,5

7
5
名

知
識

及
び

専
門

的
技

術
等

の
習

得
が

可
能

な
研

修
を

実
施

す
・
令

和
8
年

度
よ

り
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
解

消
し

、
・
延

べ
受

講
者

数
4
,1

2
8
名

・
定

員
充

足
率

7
6
.3

％
・
理

解
度

9
0
％

・
役

立
ち

度
9
1
％

介
護

職
員

初
任

者
研

修
（
旧

：
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

2
級

養
成

研
修

）

録
を

促
し

、
本

会
の

人
材

確
保

を
行

う
。

上
半

期
を

求
職

者
支

援
制

度
の

職
業

訓
練

と
し

て
、

下
半

期
を

通
信

制
で

の
実

施
と

す
る

。

愛
知

県
知

事
の

指
定

を
受

け
、

介
護

職
員

と
し

て
基

礎
的

な
知

・
2
回

実
施

識
・
技

能
を

習
得

す
る

た
め

の
研

修
を

実
施

し
、

介
護

人
材

の
・
定

員
充

足
率

9
0
%
以

上
養

成
・
確

保
に

資
す

る
。

併
せ

て
、

な
ご

や
か

ス
タ

ッ
フ

へ
の

登
・
受

講
者

修
了

率
1
0
0
%

①
求

職
者

支
援

訓
練

（
3
4
日

間
）

・
修

了
者

数
2
0
名

・
定

員
充

足
率

1
0
0
％

・
受

講
者

修
了

率
1
0
0
％

②
通

信
制

（
1
9
日

間
の

通
学

と
4
回

の
添

削
課

題
提

出
）

・
修

了
者

数
1
2
名

・
定

員
充

足
率

5
0
.％

・
受

講
修

了
率

1
0
0
％

社
会

福
祉

研
修

セ
ン

タ
ー

の
運

営
【
独

自
事

業
】

25



活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

認
知

症
介

護
基

礎
研

修
認

知
症

介
護

実
践

者
研

修
認

知
症

介
護

実
践

リ
ー

ダ
ー

研
修

護
の

専
門

職
員

を
養

成
し

、
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
。

高
齢

者
介

護
実

務
者

及
び

そ
の

指
導

的
立

場
に

あ
る

者
に

対
・
認

知
症

介
護

基
礎

研
修

（
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
し

認
知

症
高

齢
者

の
介

護
に

関
す

る
実

践
的

研
修

を
実

施
す

実
施

期
間

5
月

～
3
月

る
こ

と
に

よ
り

、
認

知
症

介
護

技
術

の
向

上
を

図
り

、
認

知
症

介
受

講
者

数
3
0
0
名

以
上

介
護

実
践

リ
ー

ダ
ー

研
修

（
1
回

）
各

研
修

定
員

充
足

率
8
0
％

以
上

受
講

者
修

了
率

1
0
0
%

・
①

基
礎

研
修

（
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
修

了
者

数
9
1
9
名

・
②

実
践

者
研

修
（
2
回

実
施

 各
5
日

間
の

オ
ン

・
認

知
症

介
護

実
践

者
研

修
（
2
回

）
、

認
知

症
ラ

イ
ン

研
修

と
3
日

間
の

集
合

研
修

）
延

べ
修

了
者

数
9
1
名

定
員

充
足

率
9
7
％

受
講

者
修

了
率

9
3
.8

％
・
③

実
践

リ
ー

ダ
ー

研
修

（
1
回

実
施

5
日

間
の

オ
ン

ラ
イ

ン
研

修
と

2
日

間
の

集
合

研
修

）
修

了
者

数
2
1
名

定
員

充
足

率
5
7
.5

％
受

講
者

修
了

率
9
1
.3

％

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

と
だ

が
わ

こ
ど

も
ラ

ン
ド

の
管

理
【
指

定
管

理
】

自
由

に
遊

べ
る

場
の

提
供

遊
べ

る
よ

う
場

を
提

供
す

る
。

屋
内

・
屋

外
を

問
わ

ず
、

誰
も

が
安

心
し

て
安

全
に

、
自

由
に

・
来

館
者

数
4
5
0
,0

0
0
名

・
来

館
者

数
4
0
9
,2

4
0
名

画
の

実
施

・
企

画
事

業
、

イ
ベ

ン
ト

・
ク

ラ
ブ

活
動

・
子

育
て

支
援

活
動

・
中

高
生

の
居

場
所

づ
く
り

　
他

創
造

の
部

屋
な

ど
各

部
屋

の
特

性
を

活
か

し
実

施
す

る
。

パ
ー

ク
』
、

中
高

生
の

居
場

所
づ

く
り

と
し

て
『
創

造
の

空
間

』
を

活
用

、
こ

ど
も

ラ
ン

ド
の

同
学

区
内

に
あ

る
『
共

生
型

サ
ロ

ン
』

へ
の

協
力

な
ど

も
行

う
。

児
童

の
健

全
育

成
、

子
育

て
支

援
に

関
す

る
企

乳
幼

児
及

び
そ

の
保

護
者

、
小

学
生

か
ら

高
校

生
世

代
ま

で
・
館

内
事

業
利

用
者

数
多

様
な

年
齢

、
対

象
に

応
じ

た
各

種
企

画
事

業
・
イ

ベ
ン

ト
を

、
6
0
,0

0
0
名

ま
た

、
『
こ

ど
も

の
相

談
（
個

別
相

談
）
』
『
子

育
て

支
援

講
座

』
等

・
有

料
乗

物
遊

具
利

用
者

数
の

子
育

て
支

援
活

動
や

『
ク

ラ
ブ

活
動

』
、

屋
外

企
画

『
プ

レ
ー

1
3
0
,0

0
0
名

・
イ

ベ
ン

ト
、

子
育

て
支

援
事

業
2
,0

1
1
回

7
2
,1

1
7
名

・
ク

ラ
ブ

活
動

9
7
回

2
,1

2
9
名

・
プ

レ
ー

パ
ー

ク
5
8
回

8
,9

9
9
名

・
有

料
乗

物
遊

具
利

用
者

数
1
2
5
,9

8
6
名

情
報

発
信

・
広

報
紙

の
発

行
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

運
営

・
S
N

S
の

活
用

・
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

の
活

用

実
施

ン
ト

内
容

を
広

く
周

知
し

、
来

館
を

促
す

。

的
に

活
用

す
る

。
来

館
者

の
行

き
か

う
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
に

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

・
開

園
３

０
周

年
記

念
に

向
け

た
プ

レ
イ

ベ
ン

ト
の

導
入

。
動

画
な

ど
も

交
え

、
様

々
な

情
報

を
発

信
す

る
。

令
和

8
年

度
に

開
園

3
0
周

年
を

迎
え

る
に

あ
た

り
、

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
に

よ
る

事
業

の
充

実
を

図
り

、
魅

力
を

発
信

す
る

。

広
報

紙
「
ト

コ
ラ

」
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

じ
て

、
施

設
及

び
イ

ベ
・
広

報
紙

「
ト

コ
ラ

」
毎

月
発

行
年

間
6
4
,2

0
0
部

合
計

3
0
0
件

・
広

報
紙

「
ト

コ
ラ

」
毎

月
発

行
年

間
6
2
,1

0
0
部

ま
た

、
S
N

S
（
 X

、
F
ac

e
bo

o
k、

Y
o
u
T
u
be

、
In

st
ag

ra
m

）
を

積
極

・
雑

誌
・
イ

ベ
ン

ト
情

報
サ

イ
ト

へ
の

掲
載

回
数

・
雑

誌
・
イ

ベ
ン

ト
入

力
に

よ
る

掲
載

回
数

合
計

3
5
9
件

児
童

館
職

員
研

修
の

定
め

る
児

童
厚

生
二

級
指

導
員

の
科

目
認

定
講

習
会

を
県

児
童

総
合

セ
ン

タ
ー

及
び

県
児

童
館

連
絡

協
議

会
と

連
携

し
開

催
す

る
。

各
区

児
童

館
職

員
等

を
対

象
に

、
児

童
健

全
育

成
推

進
財

団
・
6
回

3
0
0
名

・
6
回

2
9
3
名

７
　

本
会

の
強

み
や

特
色

を
生

か
し

た
指

定
管

理
施

設
等

の
経

営

個
別

事
業

計
画
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

児
童

館
交

流
事

業

交
流

を
図

る
。

市
内

1
6
児

童
館

の
子

ど
も

た
ち

を
対

象
と

し
た

児
童

館
交

流
大

・
カ

プ
ラ

交
流

会
1
0
0
名

会
（
カ

プ
ラ

交
流

会
・
子

ど
も

の
ま

ち
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
・
ボ

ッ
チ

ャ
交

・
子

ど
も

の
ま

ち
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
6
0
名

流
会

）
を

開
催

し
、

児
童

館
・
子

ど
も

同
士

及
び

児
童

館
同

士
の

・
ボ

ッ
チ

ャ
交

流
会

6
0
名

・
カ

プ
ラ

交
流

会
1
4
名

・
こ

ど
も

の
ま

ち
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
事

業
3
1
名

・
ボ

ッ
チ

ャ
交

流
会

1
2
名

鯱
城

学
園

の
管

理
【
指

定
管

理
】

の
開

講

２
学

年
　

定
員

5
6
8
名

  
  
 8

専
攻

1
2
ク

ラ
ス

1
学

年
　

定
員

5
6
8
名

  
  
 8

専
攻

1
2
ク

ラ
ス

修
業

年
限

2
年

教
養

講
座

、
専

門
講

座
、

地
域

活
動

学
習

講
座

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く
り

と
地

域
活

動
の

核
と

な
る

人
材

の
・
教

養
講

座
　

各
学

年
2
7
回

程
度

養
成

を
目

的
と

す
る

鯱
城

学
園

を
運

営
す

る
。

学
園

の
魅

力
の

・
専

門
講

座
　

各
学

年
2
7
回

程
度

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
積

極
的

な
学

生
募

集
を

行
い

ま
す

。
・
地

域
活

動
学

習
講

座
　

各
学

年
7
回

程
度

・
共

通
講

座
（
教

養
講

座
　

1
年

生
2
2
回

、
2
年

生
2
1
回

）
（
地

域
活

動
学

習
講

座
　

1
年

生
5
回

、
2
年

生
6

回
）

・
地

域
活

動
発

表
会

の
実

施
（
2
年

生
）

・
専

門
講

座
の

開
催

　
1
年

生
2
7
回

、
2
年

生
2
7
回

学
園

行
事

の
実

施

量
を

備
え

る
た

め
の

行
事

を
実

施
す

る
。

グ
（
年

3
回

）

入
学

式
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

卒
業

式
の

他
、

学
生

同
士

の
・
入

学
式

、
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
体

育
祭

、
修

・
入

学
式

4
月

交
流

を
深

め
る

も
の

及
び

地
域

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

力
学

旅
行

、
文

化
祭

、
卒

業
式

、
地

域
ミ

ー
テ

ィ
ン

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

5
月

・
体

育
祭

1
0
月

・
文

化
祭

1
1
月

（
3
日

間
）

・
修

学
旅

行
1
2
月

・
卒

業
証

書
授

与
式

3
月

・
地

域
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
3
回

域
活

動
等

の
支

援
援 学

園
内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
運

営
卒

業
生

が
行

う
学

園
関

係
の

諸
活

動
や

地
域

の
諸

活
動

に
対

す
る

支
援

学
生

の
自

主
活

動
等

の
支

援
及

び
卒

業
生

の
地

学
生

会
活

動
、

ク
ラ

ブ
活

動
（
3
2
ク

ラ
ブ

）
、

ク
ラ

ス
活

動
へ

の
支

・
ク

ラ
ブ

　
年

間
活

動
日

数
約

2
7
日

・
ク

ラ
ス

発
表

　
年

2
回

・
学

生
会

活
動

　
毎

週
月

曜
・
ク

ラ
ブ

活
動

3
2
ク

ラ
ブ

・
ク

ラ
ブ

活
動

日
数

　
各

ク
ラ

ブ
2
4
日

～
2
6
日

・
学

園
内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

　
学

生
に

よ
り

運
営

・
学

生
に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

　
3
回

8
7
7
名

・
ク

ラ
ス

発
表

　
各

学
年

2
回

び
高

齢
者

福
祉

の
推

進
に

資
す

る
事

業
の

実
施

鯱
城

ホ
ー

ル
の

貸
出

事
業

の
実

施

一
般

市
民

向
け

講
座

の
開

催
・
事

業
の

実
施

高
齢

者
そ

の
他

市
民

を
対

象
と

し
た

講
座

や
行

事
の

開
催

及
・
公

開
講

座
　

年
3
回

・
各

種
陶

芸
教

室
　

年
2
～

3
回

・
公

開
講

座
の

開
催

  
3
回

（
7
月

、
1
月

、
3
月

）
1
,4

5
7
名

・
陶

芸
教

室
1
2
回

3
5
7
名

・
ロ

ク
ロ

自
主

練
習

6
9
人

者
、

関
係

機
関

等
を

交
え

た
委

員
会

の
開

催
学

園
の

円
滑

な
運

営
を

図
る

た
め

学
識

経
験

運
営

委
員

会
の

開
催

・
運

営
委

員
会

　
年

2
回

程
度

・
運

営
委

員
会

の
開

催
7
月

、
1
2
月

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
委

員
会

は
未

実
施

会
議

室
等

の
貸

し
出

し
（
指

定
管

理
）

す
る

。
ま

た
、

利
用

促
進

及
び

利
用

者
の

満
足

度
を

高
め

る
た

め
、

設
備

機
器

等
の

計
画

的
な

更
新

や
補

修
を

行
い

、
清

潔
で

快
適

な
利

用
環

境
を

提
供

し
、

安
全

・
安

心
で

利
便

性
の

高
い

会
館

づ
く
り

に
努

め
る

。

社
会

福
祉

振
興

を
目

的
と

す
る

活
動

を
行

う
団

体
等

に
対

し
て

・
利

用
率

8
0
％

以
上

以
上

・
利

用
率

7
7
.8

％
総

合
社

会
福

祉
会

館
７

階
各

会
議

室
の

貸
出

し
業

務
を

実
施

・
満

足
度

調
査

：
概

ね
満

足
し

て
い

る
以

上
8
7
％

・
満

足
度

調
査

の
実

施
概

ね
満

足
し

て
い

る
以

上
の

率
8
3
％

総
合

社
会

福
祉

会
館

の
管

理
・
運

営
【
指

定
管

理
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

発
達

援
助

教
室

達
の

促
進

を
図

る
「
発

達
援

助
教

室
」
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

教
室

卒
業

者
の

保
護

者
か

ら
の

個
別

の
育

児
相

談
に

応
じ

、
継

続
的

に
支

援
す

る
た

め
の

「
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

相
談

」
を

実
施

す
る

。

発
達

に
何

ら
か

の
遅

れ
が

あ
る

子
ど

も
の

発
達

を
援

助
す

る
た

・
発

達
援

助
教

室
実

施
8
7
回

め
、

親
子

と
も

に
集

団
に

参
加

す
る

機
会

を
提

供
し

、
そ

の
発

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

相
談

実
施

4
5
回

・
発

達
援

助
教

室
の

実
施

9
0
回

・
ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ相

談
の

実
施

4
0
回

福
祉

図
書

室
・
情

報
閲

覧
コ

ー
ナ

ー
の

運
営

福
祉

情
報

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
た

め
福

祉
図

書
・
資

料
の

配
備

や
、

主
に

会
館

利
用

者
に

対
す

る
機

材
の

貸
出

を
行

う
。

福
祉

図
書

及
び

福
祉

情
報

の
閲

覧
を

と
お

し
て

、
広

く
市

民
に

・
利

用
人

数
5
0
0
名

・
利

用
人

数
5
4
6
名

福
祉

団
体

連
絡

事
務

室
の

管
理

活
動

の
場

を
提

供
す

る
。

全
市

的
活

動
を

し
て

い
る

各
種

福
祉

団
体

の
連

絡
調

整
及

び
・
利

用
人

数
1
,0

0
0
名

・
利

用
人

数
7
3
1
名

「
福

祉
の

ひ
ろ

ば
」
の

運
営

等
が

気
軽

に
打

ち
合

わ
せ

が
で

き
る

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス
を

提
供

す
る

。
ま

た
、

近
年

熱
中

症
に

よ
る

健
康

被
害

が
多

く
な

っ
て

い
る

中
、

一
時

的
に

休
息

で
き

る
ス

ポ
ッ

ト
と

し
て

場
所

を
提

供
す

る
。

福
祉

情
報

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

の
提

供
と

各
種

福
祉

団
体

・
利

用
人

数
2
,0

0
0
名

・
利

用
人

数
2
,3

8
8
名

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

動
の

参
加

促
進

が
図

れ
る

よ
う

　
支

援
す

る
。

る
よ

う
支

援
す

る
。

区
社

協
が

受
託

実
施

す
る

「
高

齢
者

は
つ

ら
つ

長
寿

推
進

事
・
合

同
連

絡
会

2
回

業
」
に

関
し

て
、

よ
り

効
果

的
に

介
護

予
防

、
な

ら
び

に
地

域
活

・
職

種
別

連
絡

会
1
回

・
連

絡
会

等
を

通
じ

た
職

員
間

の
情

報
共

有
受

託
者

の
公

募
が

行
わ

れ
る

予
定

の
た

め
、

全
区

受
託

で
き

・
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
・
企

画
研

修
1
回

・
全

区
受

託
に

向
け

た
支

援

・
合

同
連

絡
会

の
開

催
 年

3
回

(5
/
1
4
・
5
/
2
3
、

1
2
/
1
・
1
2
/
1
0
、

3
/
2
・
3
/
6
)

ホ
ー

ム
で

暮
ら

し
て

い
る

高
校

3
年

生
の

就
職

・
進

学
希

望
者

に
対

し
て

、
自

立
へ

の
一

助
と

す
る

た
め

に
、

下
記

の
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

(1
)就

職
又

は
進

学
希

望
者

の
運

転
免

許
取

得
費

(2
)就

職
又

は
進

学
希

望
者

の
賃

貸
住

宅
入

居
費

児
童

養
護

施
設

や
自

立
援

助
ホ

ー
ム

、
里

親
又

は
フ

ァ
ミ

リ
ー

・
合

計
3
0
件

の
応

募
・
運

転
免

許
取

得
費

1
8
件

・
賃

貸
住

宅
入

居
費

9
件

し
て

い
な

い
者

に
つ

い
て

債
権

管
理

の
適

正
化

を
図

り
、

徹
底

す
る

。

緊
急

小
口

資
金

貸
付

要
綱

に
よ

り
貸

付
を

受
け

、
償

還
を

完
了

・
緊

急
小

口
資

金
等

債
権

管
理

委
員

会
の

開
催

・
債

権
を

保
有

し
て

い
る

区
（
1
0
区

）
に

対
し

償
還

事
務

費
を

交
付

・
緊

急
小

口
資

金
等

債
権

管
理

委
員

会
の

開
催

（
1
0
/
1
0
）

総
合

社
会

福
祉

会
館

事
業

の
実

施
【
一

部
補

助
】

８
　

そ
の

他
の

事
業 個

別
事

業
計

画

高
齢

者
は

つ
ら

つ
長

寿
推

進
事

業
の

運
営

協
力

【
委

託
】

は
ば

た
き

サ
ポ

ー
ト

事
業

【
独

自
】

緊
急

小
口

資
金

償
還

事
務

【
補

助
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

上
に

か
か

る
研

修
会

・
連

絡
会

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
拡

大
に

伴
う

特
例

貸
付

に
つ

い
て

は
、

受
付

期
間

が
終

了
と

な
り

、
償

還
事

務
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
支

援
等

引
き

続
き

、
区

社
協

が
円

滑
に

業
務

を
遂

行
で

き
る

よ
う

県
社

協
と

連
絡

調
整

を
図

る
。

低
所

得
者

、
障

が
い

者
又

は
高

齢
者

を
対

象
に

資
金

の
貸

付
・
研

修
会

・
連

絡
会

　
1
回

を
行

う
「
生

活
福

祉
資

金
貸

付
事

業
（
総

合
支

援
資

金
を

含
・
区

社
協

定
期

事
務

調
査

　
4
区

の
連

絡
調

整
や

情
報

提
供

を
行

う
ほ

か
、

相
談

援
助

技
術

向
め

の
県

社
協

と
の

連
絡

調
整

・
貸

付
研

修
会

の
実

施
(1

2
/
1
8
）

・
区

社
協

定
期

事
務

調
査

の
実

施
む

）
」
に

つ
い

て
、

窓
口

と
な

る
1
6
区

社
協

を
統

括
し

、
県

社
協

と
・
市

・
区

社
協

の
円

滑
な

貸
付

業
務

遂
行

の
た

（
北

・
中

村
・
中

・
熱

田
・
中

川
・
守

山
）

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
緊

急
小

口
資

金
等

特
例

貸
付

の
償

還
に

か
か

る
相

談
対

応
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
支

援
の

実
施

（
区

社
協

に
生

活
資

金
相

談
員

、
人

材
派

遣
職

員
等

を
配

置
）

機
関

へ
の

紹
介

や
調

整
等

を
行

う
。

（
平

日
8
時

4
5
分

～
1
7
時

1
5
分

）

本
会

事
務

局
に

お
い

て
電

話
・
メ

ー
ル

・
来

所
等

に
よ

る
市

民
・
相

談
支

援
記

録
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

支
援

経
過

・
相

談
件

数
5
4
件

か
ら

の
相

談
を

受
け

付
け

、
適

切
な

助
言

、
情

報
の

提
供

、
他

の
蓄

積
及

び
市

・
区

社
協

相
談

体
制

の
検

討
（
来

館
3
件

、
電

話
3
6
件

、
そ

の
他

メ
ー

ル
等

1
3

件
）

遺
骨

を
預

か
り

、
慰

霊
す

る
。

事
務

を
円

滑
に

進
め

る
。

生
活

保
護

受
給

者
で

身
寄

り
が

な
い

方
、

社
会

福
祉

施
設

の
・
納

骨
受

付
　

月
1
回

利
用

者
や

自
宅

等
で

亡
く
な

り
引

き
取

り
手

が
い

な
い

方
等

の
・
月

例
法

要
4
回

・
慰

霊
祭

1
回

（
1
1
月

）
ま

た
、

納
骨

申
請

件
数

の
増

加
を

受
け

て
関

係
機

関
等

と
の

調
・
総

持
寺

へ
の

訪
問

（
1
0
月

）
整

を
経

て
実

施
し

た
納

骨
期

間
の

見
直

し
等

に
基

づ
き

、
関

係
・
納

骨
期

間
を

経
過

し
た

遺
骨

の
合

葬

・
納

骨
受

付
　

月
1
回

・
月

例
法

要
4
回

・
慰

霊
祭

1
回

（
1
0
月

）
・
総

持
寺

へ
の

訪
問

（
1
0
月

）
・
納

骨
受

付
　

月
1
回

（
1
,3

8
2
柱

受
付

）
・
遺

骨
の

合
葬

1
回

（
3
月

）
（
1
,5

8
5
柱

）

る
。

福
祉

会
館

・
児

童
館

そ
れ

ぞ
れ

他
法

人
を

含
む

市
内

全
１

６
館

・
児

童
館

長
会

1
1
回

の
統

括
事

務
を

受
託

し
、

日
常

的
な

情
報

伝
達

及
び

連
絡

調
・
福

祉
会

館
長

会
1
1
回

整
に

関
す

る
こ

と
、

照
会

文
書

等
の

取
り

ま
と

め
、

館
長

連
絡

・
児

童
館

：
職

員
研

修
等

2
回

会
の

開
催

や
職

員
等

の
資

質
向

上
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
・
福

祉
会

館
：
職

員
研

修
等

2
回

【
福

祉
会

館
】

・
館

長
会

の
開

催
1
1
回

・
職

員
研

修
の

実
施

3
回

【
児

童
館

】
・
館

長
会

の
開

催
1
1
回

・
職

員
研

修
の

実
施

5
回

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

組
織

づ
く
り

へ
の

支
援

を
行

う
。

区
社

協
が

指
定

管
理

者
と

し
て

管
理

・
運

営
す

る
福

祉
会

館
・

・
児

童
館

長
連

絡
会

　
随

時
児

童
館

の
館

長
連

絡
会

の
開

催
、

職
員

の
採

用
事

務
や

研
修

・
福

祉
会

館
社

協
館

連
絡

会
　

随
時

等
を

企
画

・
実

施
や

各
館

の
抱

え
る

個
別

・
共

通
課

題
の

対
応

・
児

童
館

担
当

者
会

・
研

修
3
回

な
ど

、
円

滑
な

運
営

へ
の

サ
ポ

ー
ト

及
び

質
の

高
い

市
民

サ
ー

・
福

祉
会

館
担

当
者

会
・
研

修
3
回

【
福

祉
会

館
】

・
館

長
連

絡
会

の
開

催
7
回

・
担

当
者

会
・
研

修
の

実
施

4
回

・
福

祉
会

館
め

ぐ
り

の
実

施
支

援
【
児

童
館

】
・
館

長
連

絡
会

の
開

催
8
回

・
担

当
者

会
・
研

修
の

実
施

7
回

死
亡

に
対

し
て

行
う

弔
意

又
は

見
舞

、
退

任
者

に
対

す
る

慰
労

、
及

び
研

修
事

業
、

心
配

ご
と

相
談

所
事

業
へ

の
助

成
を

行
う

。

民
生

委
員

・
児

童
委

員
の

死
亡

・
傷

病
・
被

災
及

び
配

偶
者

の
－

・
都

度
実

施

支
援

事
業

及
び

生
活

困
窮

者
に

対
す

る
食

糧
支

援
を

実
施

す
る

。

年
末

年
始

に
お

け
る

臨
時

相
談

窓
口

事
業

、
住

所
不

安
定

者
－

・
臨

時
相

談
所

事
業

の
実

施
臨

時
相

談
5
7
件

(援
護

5
7
件

)
直

接
相

談
5
4
件

(援
護

5
4
件

)
・
住

居
不

安
定

者
支

援
事

業
の

実
施

日
用

品
等

の
支

給
1
2
件

交
通

費
の

支
給

5
件

一
時

生
活

費
の

支
給

1
件

・
生

活
困

窮
者

食
糧

支
援

の
実

施
 1

,1
8
9
件

福
祉

相
談

【
補

助
】

東
山

霊
安

殿
の

管
理

運
営

【
独

自
】

福
祉

会
館

・
児

童
館

の
統

括
事

務
【
委

託
】

区
社

協
福

祉
会

館
・
児

童
館

の
本

部
業

務
【
委

託
】

民
生

委
員

児
童

委
員

互
助

共
励

事
業

【
独

自
】

歳
末

た
す

け
あ

い
募

金
寄

託
金

配
分

事
業

の
実

施
【
独

自
】

生
活

福
祉

資
金

貸
付

事
業

【
委

託
】
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

員
）
の

配
置

に
支

障
が

な
い

よ
う

、
養

成
に

努
め

る
。

連
絡

協
議

会
を

通
じ

て
区

社
協

に
お

い
て

実
習

生
を

受
け

入
交

換
会

へ
の

参
加

1
回

れ
る

た
め

の
連

絡
調

整
を

行
う

。
ま

た
、

実
習

受
入

れ
に

際
し

・
市

・
区

社
協

計
1
8
0
時

間
実

習
受

け
入

れ

習
の

受
け

入
れ

・
社

会
福

祉
士

実
習

指
導

者
養

成
1
0
名

将
来

の
福

祉
人

材
育

成
の

た
め

、
愛

知
社

会
福

祉
現

場
実

習
・
愛

知
社

会
福

祉
現

場
実

習
連

絡
協

議
会

情
報

・
愛

知
社

会
福

祉
現

場
実

習
連

絡
協

議
会

情
報

交
換

会
へ

の
参

加
 1

回
・
市

・
区

社
協

に
よ

る
1
8
0
時

間
実

習
　

　
受

け
入

て
必

須
と

な
る

「
社

会
福

祉
士

実
習

指
導

者
」
有

資
格

者
（
職

・
新

た
な

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
伴

う
6
0
時

間
実

れ
 1

7
名

・
新

た
な

養
成

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
伴

う
6
0
時

間
実

習
の

受
け

入
れ

9
名

・
社

会
福

祉
士

実
習

指
導

者
養

成
講

習
会

の
受

講
 な

し

中
間

的
就

労
や

就
労

体
験

を
受

け
入

れ
る

。
就

労
に

困
難

を
抱

え
る

生
活

困
窮

者
の

支
援

の
一

環
と

し
て

、
・
中

間
的

就
労

（
雇

用
型

）
：
1
名

・
中

間
的

就
労

（
非

雇
用

型
）
：
1
名

・
就

労
体

験
：
5
名

・
中

間
的

就
労

（
雇

用
型

）
：
受

入
な

し
・
中

間
的

就
労

（
非

雇
用

型
）
：
受

入
な

し
・
就

労
体

験
：
受

入
な

し

活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績

る
。

本
会

の
運

営
上

の
重

要
事

項
決

定
や

事
業

執
行

の
た

め
、

理
・
理

事
会

の
開

催
（
年

4
回

）
事

会
、

評
議

員
会

、
評

議
員

選
任

・
解

任
委

員
会

を
開

催
す

・
評

議
員

会
の

開
催

（
年

3
回

）
・
理

事
会

の
開

催
（
年

4
回

）
・
評

議
員

会
の

開
催

（
年

3
回

）
・
評

議
員

選
任

・
解

任
委

員
会

の
開

催
（
年

2
回

）
・
評

議
員

選
任

・
解

任
委

員
会

の
開

催
（
年

1
回

）

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

を
適

切
に

行
う

。

強
化

に
取

り
組

む
ほ

か
、

会
計

監
査

人
に

よ
る

監
査

を
受

け
、

査
の

実
施

経
営

組
織

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
や

事
業

運
営

の
透

明
性

の
・
内

部
監

査
人

に
よ

る
内

部
監

査
の

実
施

社
会

福
祉

法
人

制
度

改
革

で
求

め
ら

れ
る

内
部

管
理

体
制

の
・
会

計
監

査
人

に
よ

る
期

中
監

査
及

び
期

末
監

・
会

計
監

査
人

に
よ

る
期

中
監

査
お

よ
び

期
末

監
査

の
実

施
（
本

部
お

よ
び

事
業

所
3
カ

所
）

し
、

地
域

福
祉

部
会

所
管

事
業

に
関

す
る

連
絡

調
整

及
び

研
究

協
議

を
行

う
。

区
社

協
会

長
を

委
員

と
す

る
地

域
福

祉
部

会
委

員
会

を
開

催
・
年

1
回

（
区

社
協

会
長

研
修

と
併

催
）

・
地

域
福

祉
部

会
委

員
会

の
開

催
年

1
回

（
1
/
3
0
）

※
区

社
協

正
・
副

会
長

福
祉

セ
ミ

ナ
ー

と
併

催

員
会

で
、

本
会

の
施

設
関

連
事

業
に

つ
い

て
協

議
す

る
と

と
も

に
、

部
員

間
の

連
携

促
進

の
た

め
の

取
り

組
み

を
検

討
、

実
施

す
る

。
ま

た
、

政
令

指
定

都
市

に
お

け
る

社
会

福
祉

施
設

問
題

を
研

究
討

議
す

る
「
大

都
市

社
会

福
祉

施
設

協
議

会
」
に

、
社

会
福

祉
施

設
部

会
委

員
会

と
し

て
参

加
す

る
。

各
種

別
施

設
の

代
表

者
で

構
成

す
る

社
会

福
祉

施
設

部
会

委
・
部

会
委

員
会

の
開

催
（
年

2
回

）
・
部

会
委

員
会

の
開

催
 2

回
（
7
/
9
、

2
/
1
3
）

よ
り

ど
こ

ろ
サ

ポ
ー

ト
事

業
、

経
営

者
・
施

設
長

セ
ミ

ナ
ー

等
に

関
す

る
協

議
・
大

都
市

社
会

福
祉

施
設

協
議

会
（
北

九
州

市
大

会
）
に

参
加

。
（
7
/
3
）

方
法

の
把

握
や

進
捗

状
況

の
共

有
を

進
め

る
。

ま
た

、
評

価
委

員
会

で
の

評
価

を
基

に
、

次
年

度
以

降
の

実
施

項
目

の
修

正
を

含
め

た
、

必
要

な
取

り
組

み
を

検
討

す
る

。

経
営

会
議

に
て

事
業

や
経

営
状

態
等

の
情

報
共

有
及

び
重

要
・
経

営
会

議
（
1
回

以
上

）

グ
チ

ー
ム

に
て

各
実

施
項

目
の

具
体

的
な

取
り

組
み

方
、

推
進

・
評

価
委

員
会

（
1
回

）

・
経

営
会

議
の

開
催

事
項

等
の

適
切

な
経

営
判

断
を

行
い

、
経

営
会

議
ワ

ー
キ

ン
・
経

営
会

議
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
（
4
回

以
上

）
　

本
会

議
（
年

1
回

）
小

委
員

会
（
年

3
回

）
　

評
価

委
員

会
（
年

1
回

）
・
経

営
会

議
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
の

開
催

　
(毎

月
1
回

程
度

）

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

実
習

の
受

入
及

び
社

会
福

祉
士

実
習

指
導

者
の

養
成

【
独

自
】

生
活

困
窮

者
の

中
間

的
就

労
等

の
受

け
入

れ
【
独

自
】

理
事

会
、

評
議

員
会

、
評

議
員

選
任

・
解

任
委

員
会

の
開

催

会
計

監
査

人
及

び
内

部
監

査
人

の
設

置

地
域

福
祉

部
会

委
員

会
の

運
営

社
会

福
祉

施
設

部
会

の
運

営

９
　

本
会

の
経

営
・

経
営

基
盤

の
強

化
、

他
団

体
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・

連
携

個
別

事
業

計
画

「
第

4
次

経
営

戦
略

計
画

」
の

進
捗

管
理

・
評

価
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

を
継

続
で

き
る

よ
う

備
え

る
も

の
。

風
水

害
/
感

染
症

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
業

務
継

続
計

画
）
に

基
づ

い
た

研
修

・
訓

練
の

実
施

及
び

各
所

属
へ

非
常

用
食

糧
の

配
備

を
行

う
。

安
全

を
確

保
し

、
職

員
の

安
否

確
認

等
必

要
最

低
限

の
業

務
続

計
画

）
に

基
づ

く
研

修
・
訓

練
（
1
回

）
・
各

所
属

へ
の

非
常

用
食

糧
等

の
配

備

地
震

や
風

水
害

、
感

染
症

等
の

発
生

時
に

お
い

て
、

職
員

の
・
風

水
害

/
感

染
症

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
業

務
継

・
各

所
属

へ
の

食
糧

等
の

配
備

の
課

題
や

そ
れ

に
対

す
る

取
り

組
み

と
い

っ
た

情
報

の
提

供
、

交
流

や
学

習
の

機
会

の
提

供
を

行
い

、
企

業
の

地
域

貢
献

活
動

の
促

進
を

図
る

。

各
企

業
の

地
域

貢
献

活
動

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

地
域

福
祉

・
各

企
業

の
地

域
貢

献
活

動
の

支
援

（
随

時
）

・
地

域
貢

献
に

か
か

る
各

企
業

か
ら

の
相

談
に

応
じ

、
取

り
組

み
を

支
援

施
す

る
。

に
基

づ
く
行

動
計

画
の

企
画

運
営

及
び

進
行

管
理

・
評

価
を

実
催

（
年

6
回

）
第

3
次

広
報

戦
略

方
針

（
計

画
期

間
：
令

和
7
年

度
～

1
1
年

度
）

・
広

報
活

動
に

関
す

る
専

門
チ

ー
ム

会
議

の
開

・
年

6
回

開
催

本
会

会
員

や
行

政
、

関
係

団
体

等
向

け
に

ア
ニ

ュ
ア

ル
レ

ポ
ー

ト
を

発
行

す
る

。

本
会

の
各

年
度

の
取

り
組

み
や

財
務

状
況

等
を

伝
え

る
た

め
、

・
ア

ニ
ュ

ア
ル

レ
ポ

ー
ト

の
発

行
　

年
1
回

・
年

1
回

発
行

1
,0

0
0
部

る
情

報
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
本

会
の

主
張

や
取

り
組

み
を

発
信

す
る

た
め

、
広

報
紙

「
ふ

れ
あ

い
名

古
屋

」
を

発
行

す
る

。

本
会

会
員

や
福

祉
関

係
者

を
対

象
に

、
最

新
の

福
祉

に
関

す
・
「
ふ

れ
あ

い
名

古
屋

」
の

発
行

　
年

2
回

・
年

2
回

発
行

1
3
,0

0
0
部

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る

。
市

民
向

け
に

事
業

や
組

織
に

つ
い

て
紹

介
す

る
こ

と
を

目
的

と
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
1
,0

0
0
部

発
行

・
1
,5

0
0
部

発
行

在
や

価
値

、
取

り
組

み
内

容
に

つ
い

て
の

情
報

を
入

手
で

き
る

よ
う

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

運
用

す
る

。
ま

た
、

伝
わ

り
や

す
い

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
内

容
を

検
討

し
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
図

る
。

市
民

や
関

係
機

関
、

本
会

へ
の

就
職

希
望

者
等

が
本

会
の

存
・
W

e
bサ

イ
ト

ア
ク

セ
ス

数
　

2
0
,0

0
0
件

/
月

平
均

・
W

e
bサ

イ
ト

ア
ク

セ
ス

数
1
8
,1

8
4
件

/
月

平
均

・
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

　
「
い

い
ね

！
」
数

3
0
7
件

/
年

　
リ

ー
チ

数
1
6
,1

7
8
件

/
年

・
In

st
ag

ra
m

（
総

合
社

会
福

祉
会

館
）

　
投

稿
2
3
件

　
フ

ォ
ロ

ワ
ー

1
8
1
名

め
の

冊
子

を
作

成
し

、
関

係
機

関
等

に
公

開
す

る
。

本
会

が
実

施
す

る
各

種
事

業
へ

の
理

解
と

実
績

等
の

Ｐ
Ｒ

の
た

・
事

業
概

要
の

発
行

　
年

1
回

・
年

1
回

発
行

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

デ
ジ

タ
ル

版
公

開
）

用
す

る
こ

と
で

、
組

織
及

び
職

員
の

地
域

支
援

・
個

別
支

援
能

力
を

高
め

、
ま

た
、

職
員

の
活

動
実

績
を

対
外

的
に

示
す

。

相
談

や
支

援
の

内
容

を
効

率
的

に
記

録
す

る
シ

ス
テ

ム
を

運
な

シ
ス

テ
ム

の
運

用
に

つ
い

て
の

検
討

市
区

社
協

の
多

岐
に

わ
た

る
地

域
福

祉
関

係
業

務
に

関
す

る
・
他

所
属

と
の

情
報

共
有

な
ど

効
率

的
・
効

果
的

・
今

後
の

地
域

支
援

・
個

別
支

援
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
、

複
数

所
属

間
で

の
デ

ー
タ

共
有

の
仕

組
み

づ
く
り

等
に

つ
い

て
、

業
者

と
の

相
談

を
実

施

号
）
、

福
祉

関
係

団
体

（
4
号

）
、

市
民

活
動

団
体

（
5
号

）
の

加
入

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
施

設
・
団

体
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
本

会
の

経
営

基
盤

を
強

化
す

る
。

本
会

の
組

織
の

基
盤

で
あ

る
会

員
の

う
ち

、
社

会
福

祉
施

設
（
2

・
新

規
入

会
2
0
事

業
・
団

体
・
新

規
入

会
1
5
事

業
・
団

体
（
2
号

1
3
事

業
、

4
号

2
団

体
）

組
織

・
事

業
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

発
行

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
運

用
及

び
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

市
社

協
事

業
概

要
の

作
成

地
域

福
祉

関
係

業
務

相
談

支
援

記
録

シ
ス

テ
ム

の
運

用 第
２

、
４

、
５

号
会

員
の

入
会

促
進

事
業

継
続

の
た

め
の

備
品

・
設

備
等

の
整

備
（
組

織
防

災
）

企
業

と
の

連
携

促
進

第
3
次

広
報

戦
略

方
針

（
な

～
や

ビ
ジ

ョ
ン

）
・
行

動
計

画
の

推
進

・
評

価

ア
ニ

ュ
ア

ル
レ

ポ
ー

ト
の

発
行

広
報

紙
「
ふ

れ
あ

い
名

古
屋

」
の

発
行
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

用
す

る
こ

と
で

、
管

理
事

務
の

効
率

化
に

つ
な

げ
る

。
第

2
、

4
、

5
号

会
員

の
情

報
を

管
理

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

運
・
会

費
請

求
（
5
月

）
・
会

員
情

報
の

確
認

依
頼

（
2
月

）
・
情

報
発

信
（
通

年
）

・
会

費
請

求
（
5
月

）
・
会

員
情

報
の

確
認

依
頼

（
2
月

）
・
会

員
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ニ

ュ
ー

ス
の

発
行

送
付

（
毎

月
）

て
い

た
だ

く
「
市

社
協

サ
ポ

ー
タ

ー
」
を

広
く
募

集
す

る
。

本
会

の
目

的
に

賛
同

し
て

い
た

だ
き

本
会

を
資

金
面

で
支

援
し

・
個

人
3
3
名

・
法

人
・
団

体
1
2
団

体
・
個

人
1
6
名

・
法

人
・
団

体
7
団

体

運
営

委
員

会
を

開
催

し
、

適
切

に
実

施
す

る
。

を
開

発
し

、
本

市
に

お
け

る
よ

り
一

層
の

寄
付

文
化

の
醸

成
を

図
る

。

「
令

和
7
～

1
1
年

度
の

福
祉

基
金

事
業

運
営

に
か

か
る

基
本

方
・
目

標
額

1
,5

0
0
万

円

よ
る

市
民

・
関

係
機

関
へ

の
Ｐ

Ｒ
等

、
福

祉
基

金
の

Ｐ
Ｒ

活
動

強
融

機
関

へ
の

Ｐ
Ｒ

の
実

施

と
し

た
事

業
の

執
行

の
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
、

福
祉

基
金

動
の

実
施

、
街

頭
募

金
の

実
施

・
退

職
記

念
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

遺
贈

な
ど

寄
付

へ
の

関
心

を
高

め
る

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

・
職

員
ワ

ン
コ

イ
ン

運
動

の
実

施
や

効
果

的
な

周
知

方
法

、
街

頭
募

金
の

あ
り

方
や

寄
付

付
き

・
広

報
紙

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
広

報
グ

ッ
ズ

の
検

討
な

ど
、

時
代

に
即

し
た

新
た

な
寄

付
の

仕
組

み
・
事

務
臨

時
職

員
等

の
配

置

・
実

績
額

3
2
,0

8
2
,1

8
6
円

針
」
に

基
づ

き
、

街
頭

募
金

の
実

施
、

遺
贈

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
に

・
遺

贈
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
信

託
銀

行
等

金
・
市

民
生

委
員

・
児

童
委

員
大

会
で

の
募

金
活

動
の

実
施

化
に

よ
り

、
基

金
の

増
強

を
図

る
と

と
も

に
、

福
祉

基
金

を
財

源
・
民

生
委

員
・
児

童
委

員
大

会
等

で
の

募
金

活
場

所
：
N

it
e
rr

a日
本

特
殊

陶
業

市
民

会
館

フ
ォ

レ
ス

ト
ホ

ー
ル

(8
/
2
6
)

・
IG

ア
リ

ー
ナ

周
辺

で
の

街
頭

募
金

(7
/
2
5
)

・
福

祉
基

金
街

頭
募

金
(3

/
8
)

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
遺

贈
用

含
む

）
に

よ
る

Ｐ
Ｒ

・
広

報
紙

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
広

報
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

増
刷

・
退

職
記

念
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
、

職
員

ワ
ン

コ
イ

ン
運

動
の

実
施

・
中

日
新

聞
「
Ｒ

ｉｓ
ａ
」
で

Ｐ
Ｒ

斡
旋

に
よ

り
、

自
主

財
源

を
確

保
す

る
。

本
会

W
e
bサ

イ
ト

の
広

告
掲

載
な

ら
び

に
全

社
協

書
籍

の
販

売
・
W

e
bサ

イ
ト

広
告

掲
載

件
数

　
年

間
5
件

（
1
件

に
つ

き
3
カ

月
間

掲
載

）
・
W

e
bサ

イ
ト

広
告

掲
載

　
1
件

採
用

活
動

を
行

い
、

職
務

経
験

者
を

対
象

と
し

た
選

考
等

も
実

施
を

予
定

す
る

。

組
織

の
中

核
と

な
る

一
般

職
員

を
獲

得
す

る
た

め
、

イ
ン

タ
ー

・
受

験
者

数
1
2
0
名

以
上

ネ
ッ

ト
サ

イ
ト

の
活

用
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
動

画
に

よ
る

Ｐ
Ｒ

、
オ

ン
・
法

人
説

明
会

：
3
月

～
6
月

ラ
イ

ン
形

式
を

含
む

就
業

体
験

機
会

の
提

供
、

区
社

協
の

協
・
採

用
試

験
：
6
月

～
8
月

力
を

得
た

法
人

説
明

会
及

び
職

場
体

験
等

を
実

施
す

る
。

試
（
一

部
試

験
区

分
は

時
期

を
分

け
て

実
施

）
験

受
験

者
の

確
保

に
向

け
た

周
知

活
動

、
公

平
・
公

正
か

つ
必

・
大

学
主

催
説

明
会

へ
の

積
極

的
な

参
画

要
度

を
勘

案
し

た
選

考
、

内
定

者
フ

ォ
ロ

ー
の

3
本

柱
を

中
心

に
・
採

用
辞

退
の

防
止

・
法

人
説

明
会

の
開

催
（
市

社
協

7
回

/
参

加
者

1
8
4
名

、
区

社
協

1
8
回

/
参

加
者

5
8
名

）
①

R
7
.6

～
R

7
.8

：
受

験
者

1
1
7
名

　
※

①
に

併
せ

て
転

任
試

験
を

実
施

・
採

用
/
任

用
者

数
1
1
名

・
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾝ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ（

仕
事

体
験

）
の

実
施

　
夏

期
：
1
5
回

/
参

加
者

6
9
名

　
秋

冬
期

：
1
5
回

/
参

加
者

4
2
名

市
社

協
サ

ポ
ー

タ
ー

（
賛

助
会

員
）
の

入
会

促
進

福
祉

基
金

の
運

営

広
告

・
書

籍
斡

旋
等

に
よ

る
自

主
財

源
の

確
保

職
員

採
用

に
向

け
た

取
り

組
み

会
員

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

の
運

用
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

推
進

体
制

の
構

築
・
整

備

等
の

防
止

対
策

法
制

化
（
施

行
）
に

適
切

に
取

り
組

む
。

ス
推

進
（
委

員
会

）
に

適
切

に
取

り
組

み
、

パ
ワ

ハ
ラ

・
セ

ク
ハ

ラ
口

の
設

置
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
委

員
会

の
開

催

内
部

管
理

体
制

の
基

本
方

針
を

踏
ま

え
て

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
内

部
・
外

部
相

談
窓

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
委

員
会

の
随

時
開

催
 （

8
回

開
催

）
・
新

規
採

用
職

員
向

け
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
 研

修
の

開
催

（
4
/
2
）
参

加
者

4
1
名

 ※
年

度
途

中
採

用
者

は
、

4
/
2
に

開
催

し
た

  
  
研

修
を

記
録

し
た

動
画

を
視

聴
・
次

長
級

研
修

：
令

和
7
年

1
0
月

か
ら

1
1
月

に
　

か
け

て
3
回

実
施

・
部

長
級

研
修

：
9
月

区
社

協
事

務
局

長
会

　
2
部

に
て

実
施

・
懲

戒
処

分
（
措

置
）
の

状
況

 戒
告

1
名

、
文

書
注

意
2
名

、
口

頭
注

意
2
名

確
保

・
育

成
（
研

修
）
等

の
実

施
た

、
職

制
に

応
じ

た
基

礎
能

力
を

養
成

す
る

た
め

の
「
基

本
研

修
（
階

層
別

研
修

）
」
の

拡
充

や
、

組
織

・
事

業
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
専

門
性

等
の

獲
得

に
向

け
た

実
践

的
な

学
び

の
機

会
を

設
け

る
。

キ
ャ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

方
針

等
に

基
づ

く
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

方
針

等
に

基
づ

き
、

多
様

な
人

材
の

確
・
研

修
計

画
の

策
定

、
実

施
保

策
や

O
J
T
を

基
盤

と
し

た
体

系
的

な
育

成
に

取
り

組
む

。
ま

・
研

修
満

足
度

平
均

4
.0

以
上

・
研

修
満

足
度

平
均

：
4
.4

3

社
会

福
祉

士
資

格
取

得
助

成
制

度
精

神
保

健
福

祉
士

資
格

取
得

助
成

制
度

員
の

専
門

性
の

ア
ッ

プ
に

向
け

た
支

援
を

実
施

す
る

。

一
般

職
員

が
社

会
福

祉
士

・
精

神
保

健
福

祉
士

資
格

を
取

得
・
資

格
取

得
費

用
の

一
部

助
成

す
る

際
の

資
格

取
得

費
用

の
一

部
を

助
成

等
す

る
こ

と
で

、
職

・
指

定
養

成
校

入
学

の
た

め
の

推
薦

・
制

度
の

周
知

、
利

用
率

の
向

上

令
和

6
年

度
末

一
般

職
員

・
資

格
取

得
率

7
8
.8

％
・
受

験
資

格
保

有
率

8
2
.9

％

職
員

提
案

制
度

の
実

施

集
す

る
こ

と
で

、
職

員
の

創
意

工
夫

能
力

を
養

う
と

と
も

に
、

社
協

運
営

の
活

性
化

を
図

る
。

市
・
区

社
協

の
全

所
属

一
斉

で
、

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
、

職
・
制

度
の

周
知

・
募

集
（
7
月

～
1
0
月

）
場

環
境

の
改

善
や

事
務

の
効

率
化

等
に

つ
い

て
の

提
案

を
募

・
提

案
結

果
の

周
知

（
1
1
月

）
・
制

度
の

周
知

（
7
月

）
・
所

属
か

ら
の

応
募

件
数

0
件

職
員

研
究

開
発

助
成

制
度

の
実

施

れ
た

研
究

成
果

に
つ

い
て

は
本

会
の

事
業

活
動

の
向

上
や

地
域

社
会

へ
の

貢
献

の
た

め
に

活
用

す
る

。

職
員

の
主

体
的

・
自

主
的

な
研

究
開

発
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

・
制

度
の

周
知

・
募

集
（
9
月

～
1
2
月

）
職

員
の

働
く
意

欲
や

仲
間

意
識

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
優

・
助

成
対

象
研

究
テ

ー
マ

の
決

定
（
1
月

）
・
制

度
の

周
知

（
9
月

）
・
1
件

職
員

他
都

市
派

遣
制

度
の

実
施

備
へ

の
取

り
組

み
を

通
じ

て
企

画
力

・
調

整
力

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

を
促

す
。

ま
た

、
派

遣
に

よ
っ

て
得

た
知

見
や

つ
な

が
り

を
本

会
の

事
業

活
動

や
組

織
運

営
に

還
元

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

他
都

市
に

職
員

の
グ

ル
ー

プ
を

派
遣

す
る

こ
と

で
職

員
同

士
の

・
制

度
の

周
知

・
募

集
（
6
月

～
8
月

）
つ

な
が

り
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
派

遣
先

の
検

討
や

事
前

準
・
派

遣
グ

ル
ー

プ
の

決
定

（
9
月

）
・
制

度
の

周
知

（
6
月

）
・
申

し
込

み
2
件

　
派

遣
実

施
2
件

名
古

屋
市

社
会

福
祉

協
議

会
実

践
発

表
会

区
社

協
等

か
ら

公
募

し
発

表
の

機
会

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

事
例

の
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
日

々
の

業
務

を
振

り
返

り
、

職
員

の
資

質
向

上
の

機
会

と
す

る
。

な
お

、
さ

ら
な

る
内

容
の

充
実

に
向

け
、

開
催

方
法

や
評

価
内

容
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

市
・
区

社
協

職
員

の
日

常
業

務
に

お
け

る
実

践
に

つ
い

て
市

・
・
1
0
事

例
以

上
の

応
募

・
名

古
屋

市
社

会
福

祉
協

議
会

実
践

発
表

会
の

開
催

（
１

/
1
6
）

7
事

例
の

応
募

（
所

属
長

推
薦

3
事

例
、

所
管

部
推

薦
4
事

例
）

参
加

者
5
8
名

本
会

を
支

え
る

人
材

の
育

成
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活
動

・
事

業
の

概
要

今
年

度
の

予
定

・
目

標
令

和
７

年
度

の
実

績
個

別
事

業
計

画

直
接

携
わ

る
機

会
を

通
じ

て
幅

広
い

視
野

を
身

に
付

け
、

関
係

職
員

と
の

交
流

に
よ

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

そ
の

経
験

を
活

か
し

公
共

性
の

高
い

本
会

の
地

域
福

祉
関

係
事

業
を

推
進

す
る

人
材

を
養

成
す

る
た

め
名

古
屋

市
役

所
へ

職
員

を
派

遣
す

る
。

行
政

と
の

密
接

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

、
行

政
の

業
務

に
・
職

員
の

派
遣

1
名

・
職

員
派

遣
1
名

（
地

域
共

生
推

進
課

）

シ
ル

バ
ー

人
材

　
セ

ン
タ

ー
に

職
員

を
派

遣
し

、
そ

の
他

の
協

力
を

行
う

。

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

事
業

へ
の

協
力

の
た

め
名

古
屋

市
－

・
職

員
派

遣
2
9
名

び
に

知
識

・
技

能
の

習
得

等
の

た
め

、
全

社
協

・
県

社
協

そ
の

他
関

係
機

関
が

開
催

す
る

各
種

会
議

等
に

参
加

す
る

。

全
国

的
な

動
向

や
各

種
施

策
情

報
の

収
集

、
情

報
交

換
な

ら
－

・
各

種
会

議
が

オ
ン

ラ
イ

ン
形

式
で

併
用

実
施

 さ
れ

る
こ

と
が

増
え

、
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
  
し

な
が

ら
積

極
的

な
参

加
に

努
め

た

積
極

的
な

周
知

・
Ｐ

Ｒ
・
募

金
受

入
な

ら
び

に
大

規
模

災
害

発
生

時
に

募
集

さ
れ

る
義

援
金

の
受

入
事

務
等

に
協

力
す

る
。

名
古

屋
市

共
同

募
金

委
員

会
の

事
務

局
と

し
て

共
同

募
金

の
－

・
予

定
ど

お
り

実
施

・
大

規
模

災
害

発
生

時
義

援
金

の
受

入
事

務
へ

の
協

力
1
5
件

（
過

年
度

継
続

5
件

含
む

）

名
古

屋
市

仕
事

・
暮

ら
し

自
立

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

や
市

内
1
6

・
資

金
申

請
（
8
月

）
区

社
会

福
祉

協
議

会
に

お
い

て
、

安
定

し
た

食
糧

の
備

蓄
を

確
・
資

金
交

付
（
9
月

）
保

す
る

こ
と

で
、

生
活

に
困

窮
し

、
緊

急
一

時
的

に
食

糧
支

援
・
備

蓄
食

料
受

入
希

望
調

査
（
1
0
月

）
を

必
要

と
す

る
世

帯
に

対
し

て
食

糧
支

援
を

実
施

す
る

も
の

。
・
備

蓄
食

料
の

購
入

・
発

送
（
1
2
月

～
3
月

）

応
じ

て
支

援

・
支

援
件

数
：
1
5
9
回

・
支

援
対

象
延

べ
人

数
：
2
3
7
名

※
備

蓄
食

料
の

希
望

の
あ

っ
た

暮
ら

サ
ポ

3
セ

ン
・
各

支
援

機
関

に
て

、
対

象
者

に
対

し
て

必
要

に
タ

ー
お

よ
び

市
内

8
区

社
協

で
実

施

緊
急

食
糧

備
蓄

支
援

事
業

（
財

源
：
名

古
屋

市
生

活
困

窮
者

支
援

活
動

支
援

事
業

補
助

金
）

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

へ
の

協
力

各
種

会
議

・
研

修
等

へ
の

参
加

名
古

屋
市

共
同

募
金

委
員

会
へ

の
協

力

名
古

屋
市

役
所

へ
の

職
員

派
遣
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令和７年度

事業報告の附属明細書

令和７年度の事業報告に関して、定款第 41 条第 1 項第 2 号に規定する事業報告の付属明

細書について、（※）記載する事項はありません。

（※）記載する事項…社会福祉法施行規則第 2 条の 25 第 3 項に規定する「事業報告の

内容を補足する重要な事項」

社会福祉法人 名古屋市社会福祉協議会
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